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は

し

が

き

国
際
決
済
制
度

が
整
備

さ
れ
る

の
は

一
九
世
紀

に
イ
ギ
リ

ス
の
通
貨
ポ

ン
ド
が
国
際
金
融

に
重
要
な
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な

っ
て
か

ら

で
あ
る
が
、

そ
れ
に
先
立

つ
時
代

に

つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、

ス
ペ
イ

ン
が
鋳
造
し
た
銀
貨
が
国
際
的
決
済
並
び

に
計
算
単
位
と
し

て
広

く
用

い
ら
れ

て
い
た
。
当
時

の
貨
幣

は
金
属
貨
幣

で
あ

っ
て
、
貨
幣
自
体

が
価
値
を
も

っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
が
、

ス
ペ
イ

ン

の
銀
貨
は
銀
容
量
が
充
実
し
、
比
較
的
通
貨
価
値

が
安
定

し

て
い
た

こ
と
か
ら
、

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
、
北

ア
メ
リ
カ

の
英
領
植

民
地
お
よ
び
東

ア
ジ

ア
地
域

に
お

い
て
広
く
流
通
手
段
と
し

て
用

い
ら
れ
た
。

そ
の
原
因
は

ア
メ
リ
カ
の
植
民
地

に
お
け
る
銀
鉱

の
増
産

に
よ
り
、

ス
ペ

(
1

)

イ

ン
の
銀
貨

は
当

時
屡

く
み

ら
れ

た
鋳

貨

の
品

質

の
著

し

い
低

下

を
避

け

る

こ
と

が

で
き

た
か

ら

で
あ

る
。

一
六

世

紀

か

ら

一
七

世

紀

に
か

け

て

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
各

地

間

の
取
引

に
使

用

さ
れ

た
貨

幣

は
主

に
オ

ー

ス
ト

リ

ア
、

オ

ラ

ン
ダ

、

ス

ペ
イ

ン
の
貨

幣

で
あ

っ
た
が
、

一
七

世

紀
末

に
な

る

と

オ

ラ

ン
ダ

の
通
貨

が

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
決

済
通
貨

と

し

て

の
地
位

を
高

あ

、
他

方
植

民
地

で
鋳
造

さ
れ

た

ス

ペ
イ

ン
の
銀

貨

は
北

ア
メ
リ

カ

の
英

領

植

民
地

お

よ
び

東

ア
ジ

ア
諸

地

域

で
の
決

済

手
段

と

し

て
の
地

位

を
高

め

た
。

一
七
～

八
世

紀

に

ス
ペ
イ

ン
銀

貨

の
利

用

は
多

く

の
国

に
普
及

し

て
お

り

、

一
八
世

紀

の
貨

幣
事

情

を
分

析

し
た

フ
ラ

ン
ス
の
経

済

学

者

ミ

シ

ェ
ル

・
シ

ュ
ヴ

ァ
リ

エ
は

「
ス
ペ
イ

ン
貨

幣

は
世

界

最
初

の
貨

幣

で
あ

る
と
長

い
間
誤

解

さ

れ

て
お

り
、

学
者

も

商
人

も

そ

う

い

(
2

)

う

も

の
と

し

て
認

め

て

い
た
」

と
述

べ
て

い
た
。

や

が

て

ス
ペ
イ

ン
の
八

レ

ア

ル
銀

貨

は
大

量

に
銀

を

産
出

し

た
新

大

陸

植

民

地

の

メ
キ

シ

コ
で
も
鋳

造

さ

れ

る
よ

う

に
な

り

(
一
五
三

五
年
)
、

一
五

三
七
年

か

ら
製
造

を
開

始

し

た
。
リ

マ
で
は

そ
れ

よ
り
遅

れ

て

一
五
六

五
年
、

ポ

ト

シ
で
は

一
五
七

二
年

に
鋳
造

が
始

ま

っ

た
。

こ
れ

は
そ

れ
ぞ

れ

の
地

域

で

の
銀

生
産

が

最
大

に
な

っ
た
時

期

に

一
致

す

る
。

こ
れ
ら
新

大

陸

で
鋳

造

さ

れ
た

八

レ
ア
ル
銀

貨

は

ペ

ソ
と
呼

ば

れ
、

ス
ペ
イ

ン
領

植
民

地

と

は
対

照
的

に
植

民
地

で

の
貨
幣

の
鋳

造

を
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認
め
な
か

っ
た
北

ア
メ
リ
カ
の
英
領
植
民
地

で
も
貨
幣

と
し

て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が

て
米
国
が
独
立
す

る
と
き
米
国

で
制
定

さ
れ
た
貨
幣

の
原
型
と
な

っ
た
。

次

い
で
ペ
ソ
は

ア
ジ

ア
に
お
け
る

ス
ペ
イ

ン
領
植
民
地

で
あ

っ
た

フ
ィ
リ

ッ
ピ

ン
に
入

り
、

さ
ら

に
ス
ペ
イ

ン
と
の
交
易
を
通
じ

て
中

国
大

陸
に
大
量

に
流
れ
、

こ
こ
で
は
国
内
通
貨
と
し

て
も
用

い
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

そ
の
結
果
東

ア
ジ

ア
の
貿
易
決
済

に
八

レ
ア
ル
銀
貨

が
広
く
用

い
ら
れ
る
と
、
欧
米

の
t
要
国

で
も

ア
ジ

ア
に
お
け
る
決
済
通
貨

と
し

て
ペ
ソ
に
類
似

の
銀
貨
を
鋳
造
し
、
東

ア
ジ

ア
に
お
け
る
貿
易
決
済

に
利
用
し

た
。

米

国
が
日
本

に
開
国
を
求
め
、
通
商
関
係
を
開
始
し
た
と
き
に
、
米
国

に
流
通
し
た

ペ
ソ
貨

は
日
本

に
も
入
り
、
や
が

て
明
治
維
新
政

府

の
も
と

で
日
本

の
新
通
貨
制
度

に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と

に
な
る
。

ペ

ソ
は
元
来

ス
ペ
イ

ン
の

一
地
域

カ

ス
テ
ィ
リ
ヤ
の
八

レ
ア
ル
銀
貨

に
付

け
ら
れ
た
呼
称

で
あ

っ
た
が
、
新
大
陸

で
の
莫
大
な
銀
生
産

に
支

え
ら
れ

て
広
く
世
界

の
決
済
通
貨
と
し

て
用

い
ら
れ
、
イ
ギ

リ
ス
の
ポ

ン
ド
が

一
九
世
紀

の
世
界

に
第

一
の
国
際
決
済
通
貨
と
し

て

登
場
す

る
ま

で
、
特

に
ア
メ
リ
カ
大
陸
お
よ
び
東

ア
ジ

ア
に
お
い
て
人
き
な
影
響
力
を
発
揮

し
た
。

本
論
文

の
ね
ら

い
は
、

ス
ペ
イ

ン
鋳
造

の
銀
貨

で
あ

っ
た

ペ
ソ
が
世
界
各
地

に
流
通
し
、

ポ

ン
ド
が
国
際
金
融

に
王
座
を
占
め
る
以
前

の
時
代

に
国
内
用

は
勿
論
、
国
際
決
済
通
貨

と
し

て
も
広
く
用
い
ら
れ
た
実
態
を
明
ら
か

に
し
、
そ

の
理
由
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
も

の

で
あ
る
。

[
、
新
大
陸
産
金
銀
の
ス
ペ
イ
ン
へ
の
流
入

新
大
陸
植
民
地

に
お
い
て
大
量

の
銀
貨
が
鋳
造
さ
れ
、
額
面
価
値

に
ほ
ぼ
等
し

い
銀
容
量
を
持

ち
続
け
、
広

く
信
用
を
維
持
し

て
い
た

の
は

ア
メ
リ
カ
の

ス
ペ
イ

ン
領
植
民
地

に
人
量

の
銀
を
産
出

し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な

い
。

ま
た
当
時
世
界

に
雄
飛
し
た

ス
ペ
イ

ン
の
国



い

る

。
ア
メ

リ
カ
大

陸

に
産
出

し

た
銀

が

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
に
も

た
ら

さ

れ
た
量

は
ど

の
位

に
な

る

の
か
、

ハ
ミ

ル
ト

ン
は
表

1

の
数

字

を
示

し

て

力
な
ら
び

に
そ
れ
を
背
景

に
し
た
経
済
力
が
通
貨

へ
の
信
頼
性
を
支

え

て
い
た
も

の
と
い
え
よ
う
。
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表1金 銀 の スペ イ ンへ の5年 毎 の輸入額(単 位:ペ ソ)

期 間
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0
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0
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1

1

1

1

1

1
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1
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1
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1

1

1

1

1

1

公 共

97,216.5

213,854.0

313,235.0

260,217.5

35,152.5

272,070.5

432,360.5

1,350,885.0

757,788.5

1,592,671.5

3,628,506.5

1,568,495.5

1,819,533.0

3,784,743.0

3,298,660.5

6,649,678.5

7,550,604.0

8,043,212.5

10,023,348.5

10,974,318.0

6,519,H85.5

8,549,679.0

7,212,921.5

4,347,788.0

4,891,156.0

4,618,801.0

4,733,824.5

4,691,303.0

4,643,662.0

1,665,112.5

2,238,878.0

606,524.0

民 間

273,$38.8

602,382.5

882,318.5

732,979.0

99,017.5

766,366.5

1,27,870.5

2,587,007.0

4,196,216.5

3,916,Q39.5

6,237,024.5

6,430,503.0

9,388,002.5

10,356,72.5

8,607,948.5

10,602,262.5

21,824,008.0

15,789,418.0

25,161,514.0

23,454,182.5

17,883,442.5

22,855,528.0

17,315,199.0

25,764,672.0

22,119,522.5

20,335,725.5

12,377,429.5

11,623,299.0

9,120,140.5

10,105,434.5

5,054,889.0

2,754,591.5

十二ニ
ロ

一
330,434,845.8

371,055.3

816,236.5

1,195,553.5

993,196。5

134,170.0

1,438,437.4

1,650,231.0

3,937,892.0

4,954,005.0

5,508,71.0

9,865,531.0

7,998,998.5

11,207,535.5

14,141,215.5

11,906,609.O

l7,251,941.0

29,374,612.0

23,832,630.5

35,84,862.5

34,428,500.5

24,403,328.0

31,405,207.0

24,528,120.5

30,112,460.0

27,010,678.5

24,954,52fi.5

17,110,854.0

16,314,602.0

13,763,802.5

11,770,547.0

7,293,767.0

3,3fil,llfi.5

言十X503-1660 117,386,086.5 447,820,932.3

(出 所)EarlJ.Hamilton,Eltesoroamericanoyla

preciosenEspana,1501-1650,p.47.

revoluci6ndelos
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5

一
六
世
紀

の
最
初

の
三
〇
年
間

に
金
銀

の
輸
入

は
年
平
均

一
五
万

ペ
ソ
と
少
額

で
あ
る
が
、

一
五
三

一
-
六
〇
年
間

に
急
速

に
増
加

し
、

年
平
均

=

三
万

ペ
ソ
に
な

っ
た
。

一
五
六

一
i
八
〇
年
間

に
は
続

い
て
増
加
し
た
が
、
年
平
均
二
七
二
万

ペ
ソ
と
増
加
率

は
低
下

し
た
。

一
六
世
紀
最
後

の
二
〇
年
間

に
は
前

の
期

の
、
一倍

に
増
加

し
た

(年
平
均
六

一
四
万
ペ
ソ
)
。

金
、
銀

の
輸
入
量
を
重
量

で
示
す
と
、

一
五
三
〇
年
ま

で
は
金

が
圧
倒
的

に
多

か

っ
た
が
、

一
五
三
〇
年
代

か
ら
銀

の
供
給
が
多
く
な

り
、

一
五
六
〇
年
代

に
は
逆

に
銀

の
船
積
み
が
圧
倒
的

に
大
き
か

っ
た
。

一
五
九
〇
年
代

に
銀
は
金

の

=
二
九
倍

に
な
り
、
金
銀
比
価
が

一
対

一
五
で
あ

っ
た
と
し

て
も
銀
は
金
を
は
る
か

に
上
回
る
生
産
量

で
あ

っ
た
。
金

は

一
五
八
〇
、
九
〇
年
代

に
再
び
増
加

し
た
が
、

一

五
五
〇
年
代

の
水
準

に
戻
る

こ
と
は
な
く
、

一
六
二
〇
年
代
以
降

は
む
し
ろ
低
下

し
た
。

表2新 大陸からスペイ ンへの金銀(純)の10

年毎の輸入量(単 位:kg)

期 間 銀 金

1503-1510 輌 ■, 4,9fi5

1511-1520 幽 ●o 9,153

1521-1530 X48 4,889

1531-1540 86,193 14,4fifi

1541-1550 177,573 24,957

1551-1560 303,121 42,620

1561-1570 942,858 11,530

1571-1580 1.11$,591 9,429

158-1590 2,103,027 12,101

1591-1600 2,707,sus 19,451

1601-1610 2,213,631 11,764

1611-1620 2,192,255 8,855

162-1630 2,145,339
・・r

1631-1640 1,396,759 1,240

1641-165D 1,056,430 1,549

1651-1660 443,256 469

計1503-1660 16,886,815 181,333

(拙 所)EarlJHamilton,Eltesoroamericanoyla

revolucibndelospreciosenEspana,1501-一 一

is5a,p.s5.

ス

ペ
イ

ン

へ
の
金

銀

の
輸

入

は

一
七

世

紀

に

入

っ
て
減

少

し
、

一
六

三
〇
年

代

以
降

一
層

低

下

し

た
。
特

に
金

の
減
少

は
著

し
か

っ
た
。

こ
れ

は

ス
ペ
イ

ン
が
金
属

と
交

換

に

ア
メ
リ

カ

に
送

る

べ

き
商

品

を
生

産
す

る
力

を
失

っ
た
結

果

で
あ

る
。

最

も

著

し

い
低

下

は
、

一
六

四
〇

年

代

に
起

き

た
。

当
時

ポ

ル
ト
ガ

ル
お

よ
び

カ
タ

ル
ー

ニ
ャ
が

反
乱

を

お

こ
し
、

一
六

五
九
年

に
は

ピ

レ
ネ

ー
条

約

に
よ

っ
て

ル
シ

ョ
ン
地

方

を

フ
ラ

ン

ス
に
割

譲

し

た
。

ま

た

一
六

五

一
-

五

二
年

に
は

バ

ル

セ

ロ

ナ

に
疫
病

が
慢
延

し

た
。

貴
金

属
輸

入

の
減

少

は
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表3Soetbeerに よ る 金 ・銀 の世 界

生 産量(年 平均,キ ログラム)

金 銀

1541-60 8,510 311,600

1601-20 8,520 422,900

1621-40 8,300 393,000

1641-60 8,770 ass,300

1661-80 s,sso 337,000

1681-1704 10,7fi5 341,900

'1701 -20

E1721-40

12,824

19,080

355,600

431,200

1741-60 24,610 533,145

1761-80 20,705 652,740

81-180017

1801-20

17,790

17,778

879,000

894,150

(出 所)PierreVilar,OroyMonedaen

laHistoric1450--1920,pp.274-277.

ス
ペ
イ

ン
の
経
済
力
お
よ
び
商
業
的
魅
力

の
喪
失

に
対
応
す

る
も

の
で

(
3

)

あ

っ
た
。

ピ

エ
ー

ル

・
ヴ

ィ
ラ

ル
は
世

界

の
金

お
よ

び
銀

の
生

産

量

に

つ
い

て

セ
ー

ト

ベ
ー

ア

○。
o
卑
σ
Φ
Φ
「

に
よ

る
統
計

を
紹

介

し

て
い
る

が
、

他

に

存

在

し

な

い
と

い
う

こ
と

で
、

必

ず

し
も
正

確

と

は

い
え
な

い
、

と

し

(
4

)

て
い

る
。

こ

の
統

計
数

字

に
よ
れ
ば

、

生
産

は

一
時

低

下

し

た
が
、

ア

メ
リ

カ

か

ら

セ
ヴ

ィ
リ

ャ

へ
の
輸

入

量

よ

り

は
低

下

の
速

度

は
小

さ

か

っ
た
。

一
六
八

〇
年

か

ら
銀

生
産

の
減
少

は
と
ま

り
、

金

生
産

よ

り

早

い
率

で
増
加

し
始

め

た
。

以
上

の
数
字

か

ら
も

当
時

の
世
界

の
金
銀

生

産
量

に
対

比

し

て

ス

ペ
イ

ン

へ
の
金

銀
特

に
銀

の
流

入

が

い
か

に
大

き

か

っ
た
か
を

知

り

え
よ

う
。

当
時

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

で
最

大

の
銀

産

地

で
あ

っ
た
南

ド

イ

ッ
地

方

の
年

産

額

は
、

多

く

見
積

っ
て
も
数

万

キ

ロ
グ

ラ

ム
と

い
う
水

準

で

あ

っ
た

こ
と

か
ら

み

て
も
、

新

大
陸

か

ら
流

入

し

た
銀

の
量

は
き

わ
め

て
人

き

な

も

の

で
あ

っ
た
。

し

か
し
年

産
額

か

ら

み
れ

ば
大

き
な

も

の

で
は
あ

っ
た

と

い
え

る

が
、
長

期

に
わ

た

っ
て
蓄
積
ざ

れ

た

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
貴

金
属

の
量

に
比

べ
れ

ば
、

こ

の
期

問

に
流

入
し

た
新

(
5
)

大

陸

の
金
銀

は
大

き

め

に
み

て
も

そ

の
五

〇
%

に
過

ぎ

な

い
、

と

み
ら

れ

る
。

メ
キ

シ

コ
の
金

鉱

は
南

部

の
熱
帯

地

方

に
あ

る

が
、
銀

鉱

は
北

部

の
年

間

雨

量

が
五

〇
〇

ミ

リ

メ

ー
ト

ル
の
地

域

に
沿

っ
て
存
在

し

た
。

こ
れ

ら
鉱

山

の
多

く

は

一
五

四
六

年

か
ら

11
六

年
間

に
開
発

さ
れ
、

あ

る
鉱

床

は

一
八
世

紀

に
最

大

の
生
産

量

に
達

し

た

と

こ
ろ
も

あ

る
。
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一
五
六
〇
年
頃

ド
イ

ッ
人

の
手

に
よ

っ
て
水
銀

ア
マ
ル
ガ

ル
法
と
し

て
知

ら
れ

る
技
術
が
も
た
ら
さ
れ

て
か
ら
生
産
量

に
決
定
的
な
変

化
を
生
じ
た
。
銀
含
有
量
が
乏
し
い
銀
鉱
か
ら

の
銀
抽
出
も
可
能

に
な

っ
た
か
ら

で
あ
る
。

メ
キ
シ

コ
の
銀
生
産
量

は

一
六
世
紀
末
頃

に
は

ペ
ル
ー
の
生
産

の
半
分
位

で
あ

っ
た
。
し
か
し

一
八
世
紀

に
な

っ
て
メ
キ

シ
コ
の
銀
生

産

は
き
わ
め

て
大
き
な
も

の
に
な

っ
た
。

メ
キ

シ
コ
の
銀
生
産

が

一
八
世
紀
後
半

に
著
増
し
た
こ
と

は
貨
幣

の
鋳
造

が
活
発
化
し
た
こ
と

(
6

)

と
密

接

な

関

係

を

も

っ
て

い

る

。

}
八

世

紀

末

頃

に

ア

メ

リ

カ

の
金

銀

生

産

の

三

分

の

.
ほ

メ

キ

シ

コ

に
産

出

し

た

。

フ

ン
ボ

ル

ト

≧

-

Φ
図
鋤
コ
α
嘆

く
o
ロ
鵠
¢
ヨ

び
o
一け
は

そ

の

著

℃
o
一一訟
o
巴

国
o
o
謬
o
§

団
o
=
9

Φ
ス
帥訂
αq
O
o
∋

o
h
2
Φ
≦

Qり
℃
巴
う

に

詳

細

な

記

録

を

残

し

て

い

る

。

メ

キ

シ

コ
産

の
銀

は

年

々

ベ

ラ

ク

ル

ス
か

ら

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

に
、

ア

カ

プ

ル

コ
か

ら

ア
ジ

ア

に
輸

出

さ

れ

た

が

、

半

分

は

グ

ァ
ナ

フ

ァ
ト

、

サ

パ

テ

カ

ス
、

カ

ト

ル

セ
か

ら

生

産

さ

れ

た
。

グ

ァ
ナ

フ

ァ

ト

の
み

で
総

量

の

四

分

の

一
を

占

あ

た

。

ベ

ラ

ク

ル

ス
は

メ
キ

シ

コ
産

銀

の

三

(
7

)

分

の
二
を
輸

出

し

た
。

グ

ァ
ナ

フ

ァ
ト

は

一
八
世

紀

に
、

一
六

世
紀

に
ポ

ト

シ
が
生

産

し

た
以
上

の
銀

を
生
産

し

た
。

表4ポ トシの年平均銀産量

1556^-58

i579～1736

1737～1789

2,227,782

3,994,258

2,458,606

ピ ア ス トラ

ii

//

(出 所)PierreVicar,OroyMonedaen

laHistoria1450-1920,p,415.(フ ン

ボ ル トの 計 算)

表5グ ァナフ ァ トの年平均銀産澱

ピ ア ス トラ

ノ!

ノノ

!/

1766^-1775

1776^1785

1786^1795

1796^-18033,032,0504,669,2864,868,2664,913,265

(出 所)表4に 同 じ。

フ

ン
ボ

ル
ト

は

ス
ペ
イ

ン
の
記

録

に
基

づ

い

て
ポ

ト

シ
と
グ

ァ
ナ

フ

ァ
ト

の
銀

生

産

量

を
次

の
よ

う

に
記

録

し

て

い
る
。

グ

ァ
ナ

フ

ァ
ト

に
お

い

て

は
年

に

四
、

五

〇

〇
、
○

○

○

ピ

ア

ス
ト

ラ
を
生

産

し

た
。

こ
れ

は

一
六

世

紀

の
最

高
年

よ

り

も
大

き

い
。

フ

ン
ボ

ル
ト

の
記
録

で
は
、

生
産

の
急
増

は

一
七

七

五
-

七
六

年

に

お

き

て
い
る
。

こ
れ

は
明

ら
か

に

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

に
お

け

る
物

価

動
向

に
関
係

し

て

(
8

)

い

る

。

二
、

ペ

ソ

の
誕

生

新

大
陸

の
発
見

に
伴

っ
て
巨
額

の
金
銀
、
特

に
銀

が

ス
ペ
イ

ン
に
も

た
ら
さ
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れ
、

一
六

世
紀

に
お

け

る
著

し

い
経

済
発

展

と
並

ん

で
物

価

の
上

昇
、

い
わ

ゆ
る
価
格

革

命

を

ひ
き

お

こ
し

た
。

流
入

し

た
巨
額

の
銀

は
海

外

か
ら

の
輸

入

品

の
決

済

に
当

て
ら
れ

た

が
、

そ
れ

が
鋳
造

銀
貨

の
形

を

と

っ
た

の

で
、

ス
ペ
イ

ン
で
鋳

造

さ
れ

た
銀

貨

は
国

際
決

済

手

段

と
し

て
世

界

で
広

く

用

い
ら
れ

た
。
当

時

は

ま
だ
金
融

組

織

は
今

日

の
よ
う

に
発
達

し

て

い
な

か

っ
た

の

で
、
金

属

貨
幣

で
あ

る

ス

ペ
イ

ン
の
銀
貨

が

国
際

決

済

に
広

く

用

い
ら

れ

る

と
と
も

に
、

貨
幣

制

度

が
未

発
達

な
国

に
お

い

て
は
国
内

貨

幣

と

し

て
も
用

い
ら
れ
、

ス

ペ
イ

ン
の
銀

貨

が
国

内

国
外

の
決
済

手
段

と

し

て
き

わ
め

て
重

要

な
役

割

を
果

し

た
。

一
九
世

紀

に
な

れ
ば

イ
ギ

リ

ス
の
通
貨

ポ

ン
ド
が
国

際
金

融

界

に
決
定

的

な
役

割

を

演

じ
、

二
〇
世
紀

に
な

れ
ば

米
国

の
ド

ル
が
圧

倒
的

な
力

を
も

っ
た

が
、

一
九
世

紀

ま

で
は

ス

ペ
イ

ン
お

よ
び

そ

の
植

民
地

に
お

い

て
鋳
造

さ
れ

た

銀
貨

が
国

際
決

済

に
き

わ
め

て
大

き
な
力

を
も

っ
て
い
た
。

一
四
六

九
年
、

カ

ス
テ

ィ
リ

ャ
の
王

位
継

承
者

イ

サ

ベ

ラ
と

ア

ラ
ゴ

ン
の
王
位

継

承
者

フ

ェ
ル
ナ

ン
ド
の
結

婚

に
よ

っ
て

ス
ペ
イ

ン
の

政
治

は
画
期

的

な
変

化

を

と
げ

た
が
、

両
王

の
共

治

、

同
権

の
原
則

に

よ

っ
て
カ

ス
テ
ィ
リ

ャ
と

ア
ラ
ゴ

ン
は
相

互

に
介

入
し

な

い

こ
と

を
基

本

と

し

た
。

こ

の
た

め
両

国

の
統

一
政

策

と

い
え

る
も

の
は
少

な

か

っ
た
が
、

カ

ト
リ

ッ
ク
両

王

の
唯

一
の
統

一
政
策

と

い
え
る

も

の
は
貨

幣

制
度

で
あ

っ
た
。

し

か
し

そ

の
貨

幣
制

度

す

ら

も
、

カ
タ

ル
ー

ニ
ャ
、

バ

レ

ン
シ

ア
、

カ

ス
テ

ィ
リ

ャ

で
そ
れ

ぞ

れ
独
自

の
金

(
9

)

貨

を
鋳

造

し

た
が
、

実

質
的

な
統

一
的

措
置

は
な

い

に
等

し

か

っ
た
。

ス
ペ
イ

ン
に
お

け

る
貨
幣

の
鋳
造

は

一
五
〇

四
年

に
イ

サ

ベ

ル
が
死

亡

し

た
あ

と

も
大

き

な

変
化

は
な
か

っ
た
。

カ

ル

ロ
ス

一
世

時
代

に
は

カ

ス

テ
ィ
リ

ャ
、

レ
オ

ン
、

カ
タ

ル
ー

ニ
ャ
、

ア
ラ
ゴ

ン
な

ど

の
領

土

に
お

い

て
そ
れ

ぞ
れ
貨

幣

を
鋳
造

し

て
い
た
が
、

そ
れ

は
彼

と
彼

の
母

フ

ァ
ナ

(
一
五
五
五
年

に
死
亡
す
る
ま
で
)

の
名

に
お

い

て
発

行

さ
れ

た
。

変
化

が
あ

ら

わ
れ

る

の
は

カ

ル

ロ
ス

一
世

時

代

の
後

半

で
あ

っ
て
、

独

自

性

の
あ

る
貨
幣

が
発
行

さ
れ

た
。

一
五

三
七

年

に
新

し

い
金

貨

(
一
〇

レ
ア
ル
銀
貨
ま
た
は
三
五
〇

マ
ラ
ヴ

ェ
デ
ィ
貨
と
同
等

の
エ
ス
ク
ド
貨
)

が
導

入

さ
れ

た
。

コ

ロ
ナ
貨

と
も

呼

ば

れ
、

三

・
三
八

グ

ラ

ム
、

品
位

千

分

の
九

一
六

・
六

で
あ

っ
た
。

こ
の
金
貨

は
後

の

ス

ペ
イ

ン
王

国

で
の
金

貨

の
基

本

単
位

と
な

り
、

同

世
紀

の
半

ば
頃

ま

で
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高

く
評

価

さ
れ

た
。

銀

貨

で
は

フ

ェ
ル
ナ

ン
ド
と

イ

サ
ベ

ル
両

王

時
代

に
鋳
造

が
始

ま

っ
た
八

レ
ア

ル
銀
貨

(「①
O
一
α
①
O
O
O
7
0
)

が

一
五

四
〇
年

代

に
本

格

的

に
鋳

造

さ

れ

た
。

こ
の
貨

幣

は
大
量

に

セ
ビ

ー
リ

ャ
、

ト

レ
ー
ド
、

ブ

ル
ゴ

ス
、

セ
ゴ

ビ

ア
の
造
幣

所

で
鋳

造

さ

れ
た
。

こ
の
時
代

に

(
10

)

貨
幣
鋳
造

が
初
め

て
製
造
工
場
方
式

で
行

わ
れ
た

こ
と
は
注
目
さ
れ

る
。

新
大
陸

の
発
見

に
伴

っ
て
金
銀
、
な
か
ん
ず
く
銀
が
大
量

に
生
産
さ
れ
、
莫
大
な
量

の
銀

が
輸
入
さ
れ

る
よ
う

に
な

っ
て
か
ら

ス
ペ
イ

ン
に
八

レ
ア
ル
銀
貨

の
鋳
造

が

一
層
盛
ん
に
な

っ
た
。
同
時

に
新
大
陸

の
植
民
地

で
も
銀
貨

の
鋳
造

が
行
わ
れ
た
。

一
五
三
五
年
五
月

一

一
日
の
女
王

フ
ァ
ナ
の
法
律

に
よ
り
メ
キ

シ
コ
市

で
新
世
界
最
初

の
造
幣
所
が
建
設
さ
れ
、

一
五
三
七
年

に
銀
貨

の
製
造

が
始

ま

っ
た
。

一
五
四
二
年

に
リ

マ
を
首
府
と
す
る
ペ
ル
ー
副
王
領
が
設
け
ら
れ
る
と
、

一
五
六
五
年

リ

マ
に
造
幣
所
が
設
け
ら
れ
、

一
五
七

二
年

に
は

(
11

)

ポ

ト

シ

で
も
鋳

造

さ
れ

た
。

こ

こ
で

つ
く

ら

れ

た
貨
幣

は
主

と
し

て
八

レ

ア
ル
銀
貨

で
あ

っ
た
。

八

レ
ア

ル
銀

貨

冨
巴

α
Φ
餌
o
魯

o

は
当

初

ス

ペ
イ

ン
本
国

に
お

い

て
鋳

造

さ
れ

た

が
、
新

大

陸

に
お

い

て
も
大

量

の
銀
生

産

を
背

景

に

巨
額

に
鋳

造

さ

れ
、

一
六
世

紀

遅

く
、

一
七

世
紀

早

く
、
世

界

通
貨

の
基
礎

を

つ
く

っ
た
。
英

語

で
は

夢

Φ
且
Φ
o
Φ
ω
o
h
Φ
一αq
ぼ

と
呼

ば

れ
、

銅
製

貨

幣

の
単

位

マ
ラ
ヴ

ェ
デ

ィ

ス
で
表

現
す

れ

ば

二
七

ニ

マ
ラ
ヴ

ェ
デ

ィ
ス

(
一
レ
ア
ル
は
三
四

マ
ラ
ヴ

ェ
デ
ィ
ス
)
で
あ

っ
た
。
そ
れ

は

ま

た

ペ

ソ

℃
Φ
ωo
と
称

さ
れ

た
。
従

っ
て
ペ

ソ
は
本

来

の
通

貨

単
位

で
は
な
く

、
計

算
貨

幣

で
あ

っ
て
、
O
①
ω
o
営

Φ
詳
。
と
か

、
需

ω
o
α
霞

o

と
も

呼

ば

れ

た
。
後

に
は
ピ

ア

ス
ト

ラ

且
β。
。・
#
山
と

も
呼

ば

れ
、

ド

ル

の
先
駆

者

と

な

っ
た
。

ス

ペ
イ

ン
の
通
貨

単

位

は
銀

貨

で
は

レ
ア

ル

「Φ
巴

で
あ

る
。

一
四
九

七

年

の
法
律

で

}
レ
ア

ル
銀

貨

は
総

重
量

三

・
四
三

三
グ

ラ

ム
、

純

銀

量

三

・

一
九

四
グ

ラ

ム
と

定

め

ら
れ

た
。

こ
れ

か
ら

八

レ

ア
ル
銀
貨

は

四

二
三

・
七

一
六

グ

レ
イ

ン
、

二
七

・
四
六

八
グ

ラ

ム
と

さ

れ

た
。

し

か
し

実
際

に
流
通

し

て

い
る
八

レ
ア
ル
銀

貨

の
銀

容
量

は
必

ず

し
も

正
確

で
は
な

く
、

平

均

し

て
純

銀

二
三

・
三
六

グ

ラ

ム
で

(
12

)

あ

っ
て
、

や

が

て
世

界

に
な
だ

れ

こ
ん

で
広

く
国

際

決
済

に
用

い
ら
れ

た
。



10商 経 論 叢 第31巻 第1号

現

実

に

ペ

ソ
は

ス

ペ
イ

ン
本
国

よ
り

は
む

し

ろ
植

民
地

の
造

幣

所

で
鋳

造

さ
れ

た

ス

ペ
イ

ン
の
銀

貨

冨
巴

α
Φ
山
o
o
げ
o
(
レ
ア
ル

.
デ

.

ア

・
オ
チ

・
)
の
呼

び

名

で
あ

り
、
当
初

は

ヌ

エ
バ

・
エ
ス
パ

ー

ニ
ャ

(現
在

の
メ
キ

シ
コ
)、

後

に
は
全

イ

ン
デ

ィ

ア
ス

(
ス
ペ
イ

ン
領
ア
メ

リ
カ
)

に
お

い

て
鋳

造

さ
れ

た

八

レ

ア
ル
の
銀
貨

で
あ

っ
た
。

一
ペ

ソ
銀

貨

は
北

ア
メ

リ
カ

の
英

領
植

民

地

に
も

流

入

し

た
。

米

国

の
独

立
後

法

貨

を
決
定

す

る

に
当

っ
て
、

英

語

で
は

且
Φ
8

0
h

o
一αq
葺

と
呼
ば

れ

た

ペ

ソ
貨

が

そ

の

モ
デ

ル

に
な

っ
た
。

ペ

ソ
貨

は
厳

密

に

い
え
ば

必
ず

し

も

そ

の
銀
容

量

は
均

一
で
は
な

か

っ
た

が
、

(
13

)

も

っ
と
も

一
般

的

な
貨

種

は
四

二
三

・
七

グ

レ
イ

ン

(二
七

・
四
五
六
グ
ラ
ム
)
の
総

重

量

を
も

っ
た
。

当
時

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

で
は
東
方

か
ら

の
金

の
交

通
路

が

オ

ス

マ
ン

・
ト

ル

コ
に
よ

っ
て
遮
断

さ
れ
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
に
お
け

る
金

鉱

の
新

た

な
開

発

も
進

ま

な
か

っ
た

の

で
、
貴

金

属

が

不
足

し

て
い
た
。

そ

こ

に
生

じ

た
新

大

陸

か

ら

の
大

量

の
貴

金

属

の
流
入

、
特

に
銀

の
莫
大

な
量

の
流

入

は

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

に
金

銀
貨

の
不
足

を

補

う

に
足

る
銀

貨
、

そ
れ
も

人
型

銀

貨

を

つ
く

り
だ

す
傾
向

を

生

じ

た
。

大

型
銀

貨

の
典

型

と

し

て

ヨ
ア

ヒ
ム

ス
タ

ー

レ

ル

冒

碧

三

ヨ
ω
夢

自・
一〇
「
が
あ

っ
た
。

こ
の
タ

ー

レ
ル
は
ボ

ヘ
ミ

ア
の

一
州

で

一
五

一
七

年

に
鋳

造

さ
れ

た
銀

貨

で
あ

る
。

タ

ー

レ
ル
銀
貨

は
大
型

の
銀
貨

で
、

広

く
信

用

を

え

て
流
通

し
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
鋳

造

貨
幣

の
典

型

に

な

っ
た
。

夕

ー

レ
ル
は
英

語

で
は

な
ま

っ
て
ド

ル

鳥
o
一一震

と

呼
ば

れ

た
。

ド
イ

ッ
で
法
貨

と
し

て
採

用

さ
れ

る
と

幻
Φ
ざ
ゴ
ω
葺

巴
興

と
な

り
、
英

語

で
は

『冥
ム

o
一冨
『
と

い
う
言

葉

も

生

ま
れ

た
。
大

き

さ
並

び

に
銀
含

有

量

は

ペ

ソ
と
似

て
い
た

の
で
、

ペ

ソ
を

も

ド

ル

ユ
o
一一鋤
「

(
14
)

と
呼

ぶ

よ
う

に
な

り
、

「
ス
ペ
イ

ン

・
ド

ル
」

と

も

菖
わ
れ

た
。

メ
キ

シ

コ
で
鋳

造

さ
れ

る
よ

う

に
な

る
と

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル
と
も
呼

ば

れ
、

ア
ジ

ア
、

ア

フ
リ
カ
を
含

む

全
世

界

に
流

通

し

た
。

三
、

ス
ペ
イ
ン
通
貨
の
容
量
の
切
下
げ

ス
ペ
イ

ン
本
国

で
は

一
五
八
八
年
無
敵
艦
隊
が
イ
ギ
リ

ス
艦
隊

に
撃
破
さ
れ
た
の
を
境

に
次
第

に
国
勢

は
低
下
し
始
あ
た
。
特

に
繊
維
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表6カ ステ ィリャの法定金銀
比価

1497-153fi

153-1565

×566-16Q8

1609-1642

1643-1650

金1に 対 し

10.11

10.si

12.12

13.33

15.45

(出 じ所)EarlJ.Hamilton,ElTesorc

AmericanoylaRcvoluci6r

delosPreciosenEspana

1501-165Qp.85.

工
業

は

一
六
世

紀

に
隆
盛

を

み

せ
た

が
、

同
世

紀
末

か
ら

一
七

世
紀

初

め

に
か

け

て
著

し

い
衰

退
を

記
録

し
た
。

こ

の
た

め

ス
ペ
イ

ン
本

国

の
経

済

情
勢

は

一
七
世

紀

に
入

っ
て
悪

化

し
、

ア

メ
リ
カ

か
ら

の
銀
流

入

は
二
年

に
わ

た
り
激

減

し
、

銀

の
保
有

は
減
少

し

た
。

そ

の

結

果
、

一
六

八
六

年

に
は

ス
ペ
イ

ン
本

国

で
鋳

造

さ

れ
た

レ
ア

ル
の
銀
含

有

量

を

.
一〇

%
引

き
下

げ

た
。

こ
れ

は

フ

ェ
ル
ナ

ン
ド
と

イ
サ

ベ

ラ

の
時

代

以
来

初

め

て
の
切

下

げ

で
あ

っ
た
。

そ

の
後

も

銀

の
純

分

お

よ
び
銀

貨

重

量

に

つ
い

て
屡

く
法
令

の
変

更

が
あ

り
、

そ

の
内

容

は
変

化

し

た
。

こ

の
措

置

に
よ

っ
て

ス
ペ
イ

ン
本

国

の
経

済

の
悪

化

を
改

善

す

る

こ
と

は

で
き

た
が
、

国
際

通
貨

と

し

て
の
信

頼
性

は

(
15
)

失
わ
れ
た
。

し
か
し

ス
ペ
イ

ン
本
国

で
の
銀
貨

の
切
下
げ
は
植
民
地

で
の
銀
貨
鋳
造

に
は
適
用
さ
れ
な
か

っ
た
。
特

に
ピ

ア
ス
ト
ラ
あ

る
い
は
八

レ

ア
ル
銀
貨
は
古

い
銀
容
量
を
維
持
し
、
「新

し
い
銀
」
と

「占

い
銀
」
の
区
別
も
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
植
民
地

で
鋳
造

さ
れ
た
銀
貨

は

(
16

)

本
国
製

よ
り
は
二
〇
%
高

い
価
値
を
も
ち
、
国
際
的
権
威
を
損
な
う
こ
と
は
な
か

っ
た
。
従

っ
て
新
大
陸
鋳
造

の
銀
貨
は
北

ア
メ
リ
カ
に

(
17

)

は
勿
論
、

ア
ジ

ア
諸
地
域

で
も
決
済
通
貨

と
し

て
依
然
と
し

て
使
用
さ
れ
続
け
た
。

O

n

,

ス

ペ
イ

ン
本

国

の
経
済

は

こ

の
措

置

に
よ

っ
て
好
転

し

始

め

た
。

金
銀

比
価

は

一
六

・

四
八
倍

に
な

り
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
市
場

に
お

け

る

よ
り
高

い
比

率

に
変

っ
た
。

当

時

ハ
ン
ブ

ル
グ

で
は

一
四

・
八

〇
、

イ

ン
グ

ラ

ン
ド

で
は

一
五

・
三
九

で
あ

っ
た
。

金

の
価

値
を

高

あ

た

の

で
金

は

ス

ペ
イ

ン
に
流

入

し

た
。

当

時

の

ス

ペ

イ

ン
経

済

は

イ

ン
グ

ラ

ン
ド
が

も

っ
た

ほ
ど

の
魅

力

を
備

え

て

い
た
わ

け

で
は

な

い
。

そ
れ

に
も

か
か

わ
ら

ず
金

の
流

入

に
よ

っ
て
カ

ス
テ

ィ
リ

ャ

の
通
貨

は
強
化

さ
れ

た
。

通
貨

は

一
四
年

間
安
定

を
続

け
、

カ

ス
テ

ィ
リ

ャ
の
物

価

は
ヴ

ァ
レ
ン

シ

ア
、

カ
タ

ル
ー

ニ
ャ
と
並

ん

で
徐

々
に
上

昇

傾
向

を

(
18
)

た

ど

っ
た

。
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ス
ペ
イ

ン
本
国

で
発
行
す
る
硬
貨

は
植
民
地

で
発
行

す
る
硬
貨

に
比

べ
て
銀
容
量
が
著
し
く
低

い
と
い
う
二
重
本
位
制
度

は

一
七

一
六

年

に
確
認
さ
れ
、

フ

ェ
リ

ペ
五
世

の
も
と

で
新
用
語
が
与
え
ら
れ
た
。
植
民
地

で
鋳
造
さ
れ
、
流
通
す
る
銀
貨

は

立
讐
麟
コ
蓉
δ
コ
鉱

、
本

(
19
)

国

で
鋳
造

さ
れ
、

本

国

で
流
通

す

る
銀

貨

は

唱
冨
鐙

胃

o
≦
コ
⊆
巴

で
あ

る
。

国

内
部

門

で
は
低

い
価

値

の
硬

貨

が
小

規
模

取

引

の
た
め

に
鋳

造

さ

れ
た
。

少

額

の
銀

レ
ア

ル
が

一
七

〇
六

年

と

一
七
〇

七
年

に

フ

ェ

リ

ペ
五
世

に
よ

っ
て
大
量

に
鋳

造

さ
れ

た
。

こ

の
銀
貨

は

}
六
七

四
年

か
ら

カ
タ

ル
ー

ニ
ャ
に
お

い

て
鋳
造

さ
れ
、

ま

た

一
七
〇

七
年

か

ら

オ

ー

ス

ト
リ

ア

の
カ

ー

ル
大

公

に
よ

っ
て
鋳
造

さ
れ
、

ア
ラ
ゴ

ン
地
方

に
流

通
し

た

ペ
セ

タ
と
同

じ
価
値

を

も

っ
た
。

フ

ェ
リ

ペ
五
世

の
銀

貨

は

五

・
〇
六

六

グ

ラ
ム
、

カ

ー

ル
大

公

の
銀

貨

は
五

・
〇
九

六

グ

ラ

ム
の
銀

を
含

ん
だ
。

一
方

バ

ロ
セ

ロ
ナ
市

で
は
五

・
一
グ

ラ

ム

の
銀

貨

を

つ
く

っ
た
。

こ
れ

ら

は
将
来

ペ
セ
タ

と
し

て

ス

ペ
イ

ン
の
通
貨

を

統

一
し

よ
う

と

い
う
展
望

を
も

っ
て
い
た
。

ス
ペ
イ

ン

の

通
貨

は
国
内

向

け
通

貨

嘆

o
≦
口
o
一巴

と
国
際

通
貨

コ
固
o
δ
コ
巴

を

区
別

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、
国

内
通

貨

と
し

て
の
統

一
を

は
か

ろ
う
と

(
20

)

す

る
も

の

で
あ

っ
た
。

一
八

世

紀
初

あ

は

ス

ペ
イ

ン
に
と

っ
て
安

定

と

回
復

の
時

期

で
あ

っ
た

と

い
う

こ
と

が

で
き

る
。

一
七

三
七

年

以
前

に
金

銀
比

価

が

一

対

一
五

・
〇

六

に
戻

っ
た
と

い
う
微

調
整

は
別

と

し

て
、

メ
キ

シ

コ
の
銀

は
再

び
生

産

を
増

加

し

て
カ

デ

ィ
ス
に
流

れ
、

一
八
世

紀

の
経

(
21

)

済
成
長

が
本
格
的

に
始

ま

っ
た
。

ス
ペ
イ

ン
が

一
六
八
六
年
か
ら
実
施

し
た
二
重
本
位
制
度
は
す

で
に
オ
ラ
ン
ダ
が
実
施
し

て
い
た
。
オ
ラ

ン
ダ
は

一
七
世
紀

に
商
業
と

海
運
業
を
も

っ
て
世
界

に
乗
り
出
し
た
が
、
そ
の
生
産
性

の
高

い
織
物
業
、
商
業
、
保
険
、
海
運
な
ど

の
サ
ー
ビ

ス
業

は
対
価
と
し
て
よ

り
多
く

の
金
、
銀
を
取
得
し
た
。

そ
の
過
程

で
貨
幣

を
鋳
造
し
た
が
、

そ
れ
は
国
際
決
済

に
利
用
さ
れ
る
貿
易
貨
幣

で
あ
り
、
国
際
的

に

流
通
す
る
価
値

の
あ

る
通
貨

で
あ

っ
た
。
同
時
に
国
内
流
通

の
た
め

の
貨
幣

を
別
個

に
鋳
造

し
て
い
た
。

オ
ラ
ン
ダ
は

こ
の
種

の
二
重

の

本
位
制
度

を
設
け
た
先
駆
者

で
あ

っ
た
。
国
内
流
通
用

の
貨
幣

は
名
目
額

よ
り
も
少
な
い
金
属
を
含
ん
だ
。

そ
れ
に
よ

っ
て
こ
の
貨
幣
を



国際通貨ペソの系譜13

輸
出

に
向

け

よ
う
と

い
う

イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ヴ
を
生

じ

さ
せ

な

い
た
め

で
あ

っ
た
。

他
方

、
外

国

貿
易

に
は
高

い
品
位

の
貨
幣

を
用

い
た
。

(
22
)

そ
れ

は
実
質
的

な
国
際
的
商
品
貨

幣

で
あ

っ
た
。

一
七
世
紀

の
末

(最
後
の
二
〇
年
間
)
に
オ

ラ
ン
ダ

で
は
異
常

に
大
き
な
量

の
貨
幣
を
鋳
造
し
た
。

こ
れ
は
世
界
中

で
貿
易
用
貨
幣

と
し

(
23

)

て
求

あ
ら

れ

、
対

外
的

に
大

き
な

成
功

を
収

め
た
。

当
時

ス

ペ
イ

ン
の
植

民

地

で
鋳

造

さ

れ
る

ピ

ア

ス
ト

ラ
銀

貨

は
依

然

と
し

て
権
威

を

も

っ
て

い
た
。

そ
れ

は
銀
容

量

に
変

化

が
な

か

っ

た
か

ら

で
あ

る
。

ス
ペ
イ

ン
本

国

で
鋳

造

さ

れ

る
銀

貨

は
す

で
に
容

量

を
減

じ

て
い
た

の

で
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

で
の
決

済

に
は
用

い
ら

れ
な

(
24
)

く
な

っ
た
。

か

わ

っ
て

一
七
世

紀

末

に
は
オ

ラ

ン
ダ

の
通
貨

が

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
周

辺

で
の
主

要
国

際

決
済

通

貨
と

な

っ
た

の

で
あ

る
。

四

、

メ

キ

シ

コ

・
ド

ル

ス
ペ
イ

ン
本
国

に
お

い
て

}
六

八

六
年

に
銀

貨

の
容

量

を

二
〇

%
引

き
下

げ

、
国

際
決

済

に
お

け

る

ス
ペ
イ

ン
銀

貨

の
地

位

を
低

下

さ

せ

た
と
き

に
も
、

植
民

地

で
鋳

造

さ

れ

た
銀

貨

に

つ
い

て
は
変

化

が
な

か

っ
た

の

で
、

以
後

の
国

際
決

済

に
お
け

る

ス

ペ
イ

ン
銀

貨

の
地

位

は
植

民

地

に
お

い

て
鋳

造

さ
れ

た
銀

貨

に
依

存
す

る

こ
と

に
な

っ
た
。

メ
キ

シ

コ
で

の

ス
ペ
イ

ン
貨

幣

の
鋳
造

は

一
五

三
五

年

の
法

律

に
よ
り
決

定

さ
れ
、

一
五

三
七

年

に
始

ま
り
、
独

立

戦
争

(
一
八

一
〇
1

一
二

年
)
ま

で
続

い
た
。
そ

の
鋳
貨

は

ス
ペ
イ

ン
お
よ

び

イ

ン
ド
の
国
王

の
権

威

の
も

と

に
鋳

造

さ

れ

た

こ
と
を
明

示

し

て
お

り
、
独

立
国

の
メ
キ

シ

コ
共
和

国

が
発

行
す

る

ペ

ソ
と

は
明
ら

か

に
異

な

る
も

の

で
あ

る
。

し

か
し
銀

含

有

量

に
は
時

に
変

化

が
あ

っ
た
も

の

の
国
際

決

済

通
貨

と
し

て
の
連

続

性

を
妨

げ

る

ほ
ど

の
も

の

で
は
な

く
、

ス
ペ
イ

ン
国
王

の
権
威

の
も

と

に

メ
キ

シ

コ
で
鋳

造

さ

れ
た

ペ

ソ

(
ス

ペ
イ

ン

・
ド
ル
ま
た
は
旧
メ
キ
シ
コ

・
ド
ル
と
も
呼
ば
れ
る
)

と
独

立

し

た

メ
キ

シ

コ
共
和

国

が
鋳
造

し

た

ペ

ソ

(新
メ
キ

シ
コ

・
ド
ル
と
も
い
わ

(
25

)

れ
る
)
と

の
別

は
あ

っ
た

に
し

て
も
、

ほ
ぼ
等

し

い
評

価

を
受

け

て
い
た
。
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メ
キ

シ

コ
で
鋳
造

さ
れ

た

ド

ル
は

一
五

三
ピ

ー

一
九

〇

三
年

間

に
三

五
億

四
、
八

〇

〇
万

ド

ル
に

の
ぼ
り
、

メ
キ

シ

コ
の
輸
入

額

の
過

(
26

)

半

を
占

め

た
と

さ
れ

る
。

ス

ペ
イ

ン

・
ド

ル

の
鋳

造

は
合
計

五

〇
億

ド

ル
以
上

に

の
ぼ

る
と

い
わ
れ

る
。

そ

の
う
ち

三
五
億

ド

ル
を

鋳
造

し

た

メ
キ

シ

コ
の
地

位

は
圧
倒

的

に
大

き

か

っ
た
。

そ
れ

は
南
米

大

陸

の
主
要
銀

産

地

で
あ

る

ペ

ル
ー
、

ボ
リ

ビ

ア
な
ど

で
鋳
造

技

術

が

著

し

く
劣

っ
て
い
た

こ
と

に
よ

る
。

一
六

五
〇
年

に

ス
ペ
イ

ン
に
あ

っ
た

ペ
ル

ー
鋳

造

の
貨
幣

は
再
度

鋳

造

し
直

す

べ
き

で
あ

る
と

の
命
令

が

だ

さ
れ
、

ス
ペ
イ

ン
の
通
貨

と
し

て
は
否
定

さ
れ

た
。
新

し

く
鋳

造

し
直

し

た
貨
幣

は

ハ
ー
キ

ュ
レ
ス
の
柱

と

覧
⊆
。。
三
#
鋤
(な
お
も
そ
の
上
に
)
の
文
字

を
刻

み
、

ス
ペ

イ

ン
の
通
貨

と

し

て
用

い
ら

れ

た
が
、

そ

の
製

造

は
後

再

び
劣

悪
化

し

た
。

ス

ペ
イ

ン
本

国

で

一
六
世

紀
後

半

に
採

用

さ
れ

た
機

械

に
よ

る
貨

幣
製

造
法

は
植

民

地

で
は
用

い
ら
れ

な
か

っ
た

の

で
、
貨
幣

の
出
来

具
合

は
悪

く
、
銀

貨

の
品
位

保
持

が

最
大

の
関
心

事

で
あ

っ
た
。

(
27

)

植

民

地

の
造
幣

所

に
機

械

が
導

入

さ

れ

る

の
は

フ

ェ
リ

ー

ペ
五
世

の
時

代
、

一
ヒ

ニ
八
年

で
あ

っ
た
。

そ

の
後

ス
ペ
イ

ン
領

植

民

地

で
鋳
造

さ
れ

る
貨

幣

の
改
革

は

一
七

二
八
年

に
実

施

さ
れ

た
。

一
レ
ア

ル
銀

貨

は
三

∴
二
八

三
グ

ラ

ム
と

な

り
、

一
ペ

ソ
銀

貨

は

.
一七

・
〇

六

四
グ

ラ

ム
、

四

一
七

・
六

五

グ

レ
イ

ン
と

さ
れ

た
。

銀

の
純

分

は
占

い
銀

貨

の
千
分

の
九

三
〇

・
五

に
比

べ
て
幾

分
低

下

し
、
九

一
六

・
七

に
な

っ
た
。
次

の
変

更

は

一
七

七

.
一年

で
あ

っ
て
、

一
ペ

ソ
は
二
七

・
〇
七

三
グ

ラ

ム

(
四

一
七

・

(
28

)

七
五
グ

レ
イ

ン
)、

純

分

は
千

分

の
九

〇

二

・
七

で
あ

っ
た
。

ス

ペ
イ

ン
本
国

に
お

い

て
は

一
六

八
六

年

以
降

銀
貨

の
質

の
低
下

が
屡

く
お
き

て
い
た

が
、
植

民

地

に
お

け

る
銀

貨

の
容

量
引

下

げ

は

(
29
)

以
上

の
.
一回

に
と
ど

ま

り
、

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル

へ
と
引

き
継

が
れ

た
。

こ
の
間

の
銀
容

量

の
低
下

は
五

・
九

%

に
過
ぎ

な

か

っ
た
。

(
30

)

メ
キ

シ

コ
で

一
七

三

二
年

に
鋳

造

さ

れ
た
八

レ
ア
ル
銀
貨

は

「
二

つ
の
世

界

」
α
o
の
∋
暮

α
o
の
と
呼

ば
れ
、
世

界

的

に
有
名

に
な

っ
た
。

メ
キ

シ

コ
は

一
八

二

一
年

に
独

立

し

て

ス
ペ
イ

ン
の
支

配
を

脱

し
、

一
八

.
一三
年

の
布

告

で
貨

幣

の
紋
様

を

変

え

た
が
、

通
貨

単
位

と

し

て
は

ペ
ソ
を
採

用

し
、

ス

ペ
イ

ン
領
時

代

の

ペ

ソ
と
対
比

し

て
銀

容

量

は
変

ら
ず

、
国

際

決
済

通
貨

と
し

て
の
価

値

の
安
定

性

を
維

持
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し

た
。

メ
キ

シ

コ
が
独

立

し

た
後

最
初

の
鋳
造

は

一
八

四
二
年

で
あ

っ
た
。

貨
幣

鋳

造
技

術

の
未

熟

か

ら
必

ず
し

も
銀
容

量

は

　
定

し

て
い
な

か

っ
た
。

一
ペ

ソ
銀

貨

の
重

量

は
、

現
実

に

は
多

少

の
増

減

が

み
ら

れ
、

一
八

六

二
年

に
平

均

し

て
四

一
六

・
六

四
グ

レ
イ

ン
、

品

位
千

(
31
)

分

の
九

〇

二

・
五

の
水
準

に
あ

っ
た
。

ス
ペ
イ

ン

・
ド

ル
は

}
六

世
紀

中

葉

ス

ペ
イ

ン
商
人

に
よ
り
中

国

に
も

た
ら

さ
れ

た
。

一
七
世

紀

半

ば

に

は
オ

ラ

ン
ダ

の
東
印

度

会
社

所
属

の
船

が
福

州
、

履
門

、

台

湾
、

広
東

に
立

ち
寄

り
、

茶
、

生

糸
、

陶
磁

器

、
絹

織

物

、
大
黄

な
ど

の
中
国

産

品

を
買

い
付

け
、

そ

の

(
32

)

代
金

を

ス
ペ
イ

ン

・
ド

ル
で
支

払

っ
た
。

ナ

ポ

レ
オ

ン
戦

争
当

時

中

国

の
輸
出

の

四
分

の
三

は

ス
ペ
イ

ン

・
ド

ル
で
支

払

わ

れ
た
。

一
九

世
紀

初

め

に
は
米

国

人

も
広

東

に
き

て
通
商

を
開

始

し

た
。
中

国

か

ら

の
輸
出

の
多

く

は
茶

で
あ

っ
た

が
、
代

金

は

メ
キ

シ

コ

.

ド

ル
を
も

っ
て
支
払

わ

れ

た
。
次

い

で
米

国

は
日
本

に
渡

航

し
、
鎖

国

を
解

き
、
開

国
す

る

こ
と
を
要

求

し

た

が
、
そ

の
時

に

メ
キ

シ

コ

.

ド

ル
が
決

済
手

段

と
し

て
日
本

に
も

た
ら

さ

れ
、

日
本

の
通
貨

と

の
交
換

比
率

が
問
題

に

な

っ
た
。

次

い

で
明

治
新

政
府

に
よ

っ
て
わ

が

国

に
新

通

貨

が
制
定

さ
れ

る
と
き
、

モ
デ

ル
に
な

っ
た

の
が

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル
で
あ

っ
た
。

特

に
通

貨
制

度

が
未

整

備

で
あ

っ
た
中

国

で
は
、

メ
キ

シ

コ
の
独
立

後

、

一
八

五

四
年

(感
豊
四
年
)
頃

に
初

め

て
メ
キ

シ

コ

・
ド

ル
が

輸

入

さ
れ

、
そ
れ

か

ら

二
～

三
〇
年

を
経

て
ほ
と

ん
ど
全

土

に

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル
が
流

通

し

た
。

一
時

は
中

国

で
も

っ
と
も
広

く
流

通

し
、

最

も

大
き

な
勢

力

を

も

つ
通
貨

に
な

っ
た
。

中

国

に
お

い
て
新

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル
が

ス

ペ
イ

ン

・
ド

ル

(旧
メ
キ
シ
コ

・
ド
ル
)
か
ら

完
全

に
転

換
す

る

の
は

一
八

五

四
ー

六

年
ご

ろ
と

い
わ
れ
、

メ
キ

シ

コ
で
鋳

造

さ

れ
た

メ
キ

シ

コ
の
銀

貨

が
、

当
初

若

干

の
割
引

を
受

け

た

に

(
33

)

し

て
も
、

中
国

市

場

で
安

定
性

を

維
持

し

て
流

通

し

た

こ
と
を

示

し

て
い
る
。

中

国
自

身

で
も

後

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル
を
模

倣

し
た
銀

貨

を
鋳
造

す

る
よ

う

に
な

っ
た
。

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル
自

体

は

一
九
〇

〇
年

頃

か

ら

多

量

の
不

正
貨

が
輸
入

さ
れ

て
信

用

を
失

い
、

次
第

に
メ
キ

シ

コ

・
ド

ル
を
模

倣

し

て
中

国

で
鋳

造

さ
れ
た

い
わ
ゆ

る
新
幣

に
と

っ
て
か
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わ
ら

れ
た
。

一
九
世

紀

ま

で
多

く

の
英

領
植

民

地

で
は

ス
ペ
イ

ン

・
ド

ル
が
、

極
東

で
は

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル
が
好

ん

で
用

い
ら

れ

た
。

メ
キ

シ

コ

・

ド

ル

の
価

値

は

一
八

二

四
年

の
独

立

後

若
干

の
動

揺

は
あ

っ
た

が
、
次

第

に

ス

ペ
イ

ン

・
ド

ル
を
上

回

る
よ
う

に
な

っ
た
。

メ
キ

シ

コ

・

ド

ル
が
広

く
流

通

す

る

に
伴

っ
て
極

東

で
ド

ル
と

い
え
ば
、

そ

れ

は

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル
を
意

味

し

た
。
特

に
中
国

に
お

い
て
そ
う

で
あ

っ

(
34

)
た
。メ

キ

シ

コ
は

マ
キ

シ

ミ
リ

ャ
ン
皇
帝

時

代

(
一
八
六
四
-
六
七
年
)

に
も
植

民

地

時
代

か

ら
続

く
銀
容

量

を

も

つ

一
ペ

ソ
銀

貨

を
鋳

造

し

て

い
た
。

二
〇

世

紀
初

頭

の
内

乱

と
革

命

を
通

じ

て
通

貨
体

系

は
混
乱

し

た

が
、

一
九

一
九

年

に
は

一
米

国

ド

ル
金

貨

に

つ
き

ニ

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル
金
貨

と

宣
言

さ
れ
、

法
貨

と

さ
れ

た
。
当

時

メ
キ

シ

コ
は
世

界

の
銀
生

産

の
約

四
〇

%
を
占

め
、
依

然

と

し

て
銀

の
主

要
生

産

国

で
あ

っ
た
。五

、
北
ア
メ
リ
カ
英
領
植
民
地
の
通
貨

北

ア

メ
リ
カ

へ
の
移

民

に
は

イ
ギ

リ

ス
人

が
多

か

っ
た

の

で
、

当

然

の

こ
と

な

が
ら
計
算

貨

幣

は

イ
ギ

リ

ス
本

国

の
ポ

ン
ド
、

シ
リ

ン

グ

、

ペ

ン

ス
が

用

い
ら
れ

た
。

し

か
し
英

領

植
民

地

に
流

通

し

た

イ
ギ

リ

ス
の
貨

幣

は
住

民

の
需
要

を
満

た
す

に

は
少

な

か

っ
た

の

で
、

植

民
地

に
も
造
幣

所

の
設
置

が
考

え
ら

れ

た
。

そ
れ

に
も

か

か

わ
ら

ず

一
六
六

八

年

に
本
国

の
命

令

に
よ

り
造

幣

局

は
閉
鎖

さ
れ

た
。

ア

メ

リ

カ

の
英

領

植

民

地

に
お

い

て
は
金

銀

が
発

見

さ
れ

な

か

っ
た

の

で
、

ス
ペ

イ

ン
領

植

民

地

の
場

合

と

は
異

な

り
、

余

剰

の
金
銀

を

(
35

)

も

っ
て
貨
幣

を
鋳

造

す

る

と

い
う
動
機

は
生

じ
な

か

っ
た
。

そ

の
結
果
英

領

植

民
地

に
お

い

て
は
外

国
貨

幣

を
も

っ
て
鋳

貨

の
不

足
を

補

わ
ざ

る
を

え
な

く
な

っ
た
。

当

時
英

領
植

民

地

に
流
通

し

た
外

国
貨

幣

は
、
フ
ラ

ン
ス
の
ギ

ニ
ー

σq
三
コ
窪

金
貨

、
ピ

ス
ト

ー

ル

宮
段
o
お

金

貨

、
ポ

ル
ト
ガ

ル
の

モ
イ

ド
ー

ヨ
o
置
o
「Φ
金

貨
、

ヨ

ハ
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ネ

ス

δ
冨

目

①
。。
金

貨

、

ス

ペ
イ

ン

の

ダ

ウ

ブ

ル

ー

ン

α
o
鳳
互
o
o
コ
金

貨

、

ピ

ス
ト

ー

ル

ゑ

ω
8

話

金

貨

、

イ

ギ

リ

ス

の

ギ

ニ
ー

σq
三
コ
雷

金

貨

な

ど

で
あ

り

、
銀

貨

で
は

フ

ラ

ン

ス

の

リ

ー

ヴ

ル

}一く
冨
、
ク

ラ

ウ

ン

o
「
o
≦
⇒
、
イ

ギ

リ

ス

の

ク

ラ

ウ

ン

o
「
o
≦
コ
、

ス

ペ
イ

ン

の

ド

ル

(
36
)

で
あ

っ
た
。

こ

の
う

ち
最

も
多

か

っ
た

の

は

ス
ペ
イ

ン

・
ド

ル
で
あ

っ
た
。

そ
れ

は
主

と
し

て
西

イ

ン
ド
諸

島

を
経

て
流

入

し

た
。

一
七

世

紀

に

ス

ペ
イ

ン

・
ド

ル
の
純

銀
量

は
平
均

し

て
三

八

八
グ

レ
イ

ン
で
あ

っ
て
、

ほ
ぼ

イ
ギ

リ

ス
の
正
貨

四

・
五

シ
リ

ン
グ

に
等

し
か

っ
た

。

し
か

し

一
七

三
八

年

に
は
三
八

二

・
八

五
グ

レ
イ

ン
に
減

少

し

た
。
鋳

造

技
術

が
低

か

っ
た

の

で
、

ス
ペ
イ

ン

・
ド

ル
の
純

度

、
重

量

は

一
定

し
な

か

っ
た

と

い
わ

れ

る
。

そ
れ

に
も

か

か

わ
ら
ず

、

ペ

ソ
で
表

示

し

た
額

の

ス
ペ
イ

ン

・
ド

ル
は
個
数

で
数

え

て
受

け
取
ら
れ
た
と

い
う

こ
と
か
ら
み

て
・
叢

が
行
わ
れ

て
い
た
と
し

て
も
そ

の
質
は
ほ
竺

定
し

て
い
た
も

の
と
推
定
さ
幾

・

米

国

の
独
立

戦

争

が
始

ま

っ
た
と

き
、

一
七

七

五
年

四
月

一
九

日
、

レ
キ

シ

ン
ト

ン
で
戦
火

が

あ

が

っ
た

が
、

こ
の
年

の
五

月

一
〇

日
、

第

二
回

の
大
陸

会
議

が
開

か

れ
、
戦
費

調
達

の
た
め

二
〇

〇

万

ス

ペ
イ

ン

・
ド

ル
の
信

用
手

形

σ
藁
ω
o
h
興
Φ
島
房

を
発

行

す

る

こ
と

に
し

た
。

こ
の
信
用

手

形

は

「
コ
ン
チ
ネ

ン
タ

ル
」

と

い
う
名

称

を
与

え
ら

れ
、
期

限

を

明
記

し

な

い
が
、
将

来

ス
ペ
イ

ン

・
ド

ル

で
償
還

す

(
38
)

る
と
宣

言

し

た
。

こ
れ
が
独

立
後

独

自

の
貨

幣

ド

ル

(
ス
ペ
イ
ン

・
ド
ル
を

モ
デ
ル
に
し
た
)
を

も

つ
に
至

る
経
緯

で
あ

る
。

米

国

が
独

立

し

た
と

き
、

そ

の
貨
幣

制

度

を
決

定

す

る
過
程

で
、

ジ

ェ
フ

ァ
ー

ソ

ン
は

一
七

八
六

年

に
通
貨

単

位

と
し

て

ス

ペ
イ

ン

・

ド

ル
を

提
唱

し

た
。

こ

の
と

き

一
ド

ル
は
金

二
四

・
六

二
六

八

グ

レ
イ

ン
、

銀

三
七

五

・
六

四
グ

レ
イ

ン
と

さ

れ
、

金

銀
比

価

は

↓
対

一

(
39
)

五

・
二

五
三

と

い
う
比

率

で
あ

っ
た
。

し

か

し

こ
れ

は
単

な

る
発

表

に
と
ど

ま

っ
た
。

実
効

の
あ

る
貨
幣

制

度

の
発

表

は
財

務
長

官

ハ
ミ

ル
ト

ン
に
よ

る

一
七

九

二
年

の
貨
幣

法

(0
9
富

αq
Φ
>
2

。
{
罵
露

)
の
制

定

で
あ

る
。

貨
幣

単

位

は

ド

ル
と

し
、

そ

の
価
値

は
金
銀

両
金

属

に
よ

り
決

定

さ
れ

た

の

で
、

複
本

位

制

に
な

っ
た
。

ハ
ミ

ル
ト

ン
は
財
務

省

で

ス
ペ

イ

ン

・
ド

ル
を
任

意

抽

出

し

て
計

量

さ

せ
、
そ

の
平

均

純
銀

含
有

量

は
三
七

一
⊥

4
グ

レ
イ

ン
で
あ

る

こ
と

を
明

ら
か

に
し
、

こ
れ
を

一

ド

ル
と

し

た
。

す

な

わ
ち

ハ
ミ

ル
ト

ン
は
当

時

流
通

し

て

い
た

ス
ペ
イ

ン

・
ド

ル

(純
銀
含
有
量

ニ
ヒ

一
グ

レ
ィ
ン
)

を
米

国

の
貨
幣

単
位
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(
実
際

は
一・一七

一
⊥

4
グ

レ
イ

ン
)
と

し

て
選

ん

だ

の

で
あ

る
。
ち

な

み

に

ド

ル

の
純

金

含

有

量

は

.
一
四

3

一4

グ

レ
イ

ン
と

さ

れ

た

。
金

銀

比

(
40

)

価

は

一
対

一
五
を

基
準

と
し

た
。

六
、
中
国
に
お
け
る
ペ
ソ
の
流
通

中

国

に
お
け

る
銀
貨

の
使

用

は
金

、
元

か

ら
明

の
時

代

に
か

け

て
著

し

く
増

加

し
、

清
代

に

一
層

盛

ん

に
な

っ
た
。

清

の
時

代

に
政
府

の
収

入
、
支

出

は
主

と
し

て
銀

を

用

い
、
乾
隆

一
〇
年

(
一
七
四
五
年
)
に
は
民

間

で
も
小

口

の
取

引

を
除

き
銀

を

用

い
る
よ
う

に
な

っ
た
。

し

か

し
銀

に
よ

る
決

済

は
国

家

が

一
定

の
重

量
、

品
位

、

形
式

を

定

め

て
銀

貨

を
鋳
造

し

た

の
で
は

な
く
、
地

金

の
ま

ま
重
量

、
品

位

を

(
41

)

検
査

し
て
使
用
し
た
。
従

っ
て
銀
両
と

は
秤
量
貨
幣

で
あ

っ
た
。

従

っ
て
ス
ペ
イ

ン
を
始
あ
外
国

の
銀
貨

の
輸
入
が
増
加
す

る
に
伴

い
、

こ
れ
を
使
用
す

る
も

の
が
多
く
な
り
、

さ
ら

に
国
内

で
外
国
銀

貨
を
鋳
造
す
る
よ
う

に
な

っ
て
鋳
造
銀
貨

の
使
用
が
次
第

に
増
加

し
た
。
清
朝
時
代

に
政
府

は
純
銀

一
両

(庫
平
ー
中
央
政
府
が
用
い
た
は
か

か
)
は
五
七
五

・
八
ニ
グ

レ
イ

ン
と
定

め
た
。
し
か
し
外
国
銀
貨

(洋
銀
と
呼
ぶ
)
の
輸
入
が
多
く
な
る
と
、
洋
銀

の
形
状

は
精
巧

で
、
取

扱

い
に
も
便
利

で
あ

っ
た
の
で
、
中
国
人

は
こ
れ
を
歓
迎
し
、
国
内

で
は
洋
銀

を
模
倣
し
た
鋳
造
が
始
ま

っ
た
。
道
光

一
八
年

(
一
八
三
八

(
42

)

年
)
に
は

ス
ペ
イ

ン

・
ド

ル
を
模
倣

し

た
銀

貨

を
鋳

造

し
、
単

位

を

一
元

と

し

た
。
ス

ペ
イ

ン

・
ド

ル
と

は

い

っ
た

が
、
実

際

に
は

ス
ペ
イ

ン
の
植
民

地

で
あ

る

メ
キ

シ

コ
で
鋳

造

さ
れ

た

ス
ペ
イ

ン
の
銀

貨

で
あ

っ
た
。

光

緒

三

一
年

(
一
八
八
七
年
)
に

は
中

央
政

府

が

一
両
銀

貨

を
本

位
貨

と
し

、
幣

制

を
統

一
す

る
動

き
を

み
せ

た
が

、
そ
れ

が
実
施

さ
れ

な

い
う
ち

に
宣

統

二
年

(
一
九

一
〇
年
)
幣

制
則

例

が
発

布

さ

れ
、

一
圓

銀
貨

(庫
平
七
銭
二
分
、
品
位
百
分

の
九
〇
)
を
も

っ
て
本

位
貨

と
す

(
43

)

る
こ
と
に
な

っ
た
。

清
代

に
お
け
る
銀
貨

の
鋳
造

は
乾
隆
五
七
年

(
一
七
九
二
年
)
チ
ベ

ッ
ト
を
征
服
し
た
と
き

ラ
サ
に
宝
蔵
局
を
設
け
、
宝
蔵
銀
銭
を
鋳
造
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し

た

の
に
始

ま

る
。

そ

の
後

光

緒

末
年

に
成

都
造

幣

分

廠

に
お

い

て
イ

ン
ド

の

ル
ピ

ー

に
な

ら

っ
て
三
銭

、
一分

の
銀

元

(以
後
圓
に
か
え
て

元
を
用
い
る
)
を
鋳
造

し

た
。
し
か

し

こ
れ
ら

の
銀
貨

は

チ

ベ

ッ
ト
お
よ

び
西

康

地
方

で
使

用

さ
れ

た

だ
け

で
そ

の
他

の
地

方

に
は
流

通
し

な

か

っ
た
。

一
八

三
八
年

に
は
福

建

省

に
お

い

て
七
銭

、
一分

(、
...、
二
、.二
八
グ

ラ
ム
)
の
銀

元
を

発
行

し

た
。
こ
れ

は

ス
ペ
イ

ン

・
ド

ル
に

な
ら

っ
た
も

の

で
、
ム
ロ
湾

に
お

い

て
鋳
造

さ

れ

た
。

し
か

し

そ

の
製

造

は
き

わ
め

て
粗

雑

で
あ

っ
た
上

に
重
量

を
減

じ
、

一
八

四

五
年

に

ハ
ム
　

は
百

分

の
、五
少

な

く
な

っ
た
。

光

緒

の
初

期

に
は
外

国
銀

元
特

に

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル

の
流

入

が
盛

ん

に
な

り
、

中
国

南

北

の
通
商

港

に
は
勿
論

、
内

陸

に
も
流

通

し
た

の

で
、
光
緒

一
六

年

(
一
八
九
〇
年
)
広

東

に
お

い
て
も
銀

元

を
鋳

造

し

た
。

こ
れ

は
同
地

の
総
督

が
鋳
造

を
奏

請

し

た
も

の

で
、
政

府
機

関

が
龍

洋

(外
国
か
ら
渡
来
し
た
貨
幣
)
を
鋳

造

し

た
最
初

の
事
例

で
あ

る
。
こ
の
銀

元

は

一
個

の
重

量

を
庫
平

七

銭
三

分

(二
六

.
二
八
グ

一フ

　
　
　

ム
)
と

し
、
メ
キ

シ

コ

・
ド

ル
と
同

様

に
流

通

し

た
。
こ
の
銀

元

は

一
面

に
満

・
漢
両

文

を
も

っ
て

「光

緒

元
宝

」
の
四
字

を
彫

っ
て
あ

る
。

こ
こ

に
お

い

て
湖

北
、

江
蘇

、

福
建

、

直
隷

、

吉
林

な
ど

の
各

省

で
も
広

東

に
な

ら

っ
て
銀

元
を

鋳
造

し

た
。

し

か

し
画

一
的

な
制
度

で
は
な

か

っ
た

の

で
、
各

省

の
銀

元

の
形
式

、
重

量

は

そ

れ
ぞ

れ
異

な

っ
て
お

り
、
流

通

地
域

も
各

省

内

に
限

ら
れ

た
。

こ
の
た
あ
光

緒

二
七

年

(
一
九
〇

一
年
)
に
銀

元

の
鋳

造
、
流

通

に

つ
い

て
の
準

則

を
定

め
、

一
個

の
重
量

は
庫

平

七

銭

二
分

と
し
、
補

助

貨

と
し

て
小
額

の
銀

元
を
鋳

造

し

た
。

な

お
形

式

を
統

一
す

る
た

め
、

広
東

、

湖
北

の
両

省

に
お

い
て
鋳

造

す

る

こ
と

に
な

っ
た
が
、

そ

の
後
他

の
各

省

に
お

い
て
も
銀

兀
を
鋳
造
し
始

鶏

・
宣
統

二
年

(
冗

エ
ハ
年
)
五
月

に
は
重
量
七
銭
、
努

の

一
元
銀
貨
を
も

.
て
本
位
貨
と
す
る
と

い

う
通
貨
制
度
が
採

用
さ
れ
た
。

中
華
民
国

に
な

っ
て
か
ら
も
、
国
幣
条
例

に
よ

っ
て
重
量

は
庫
平
七
銭

二
分
、
品
位
百
分

の
九
〇
、
銀
含
有
量
六
銭

四
分
八
厘

の

一
円

銀
貨
を
三
年

一
二
月
よ
り
天
津

で
鋳
造
し
た
。
し
か
も

こ
の
際
品
位
百
分

の
九
〇
を
八
九

に
改
あ
た
。
南
京

お
よ
び
杭
州
造
幣
所

に
お

い

　
れ
　

て
も

こ
の
銀
貨

が
鋳
造

さ
れ
、

一
七
年

三
月

ま
で
に
六
、
○
○
○
万
元
を
鋳
造

し
た
。
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イ

ン
ヤ

ノ

イ
ン
ヤ

ン

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル
は
外
国

銀

元

と
し

て
最

も
広

く
流
通

し
た
貨

幣

で
あ

っ
て
、

墨
銀

、

鷹
洋

、

英
洋

な

ど

と
呼

ば

れ
た
。

ス
ペ
イ

ン

●

ド

ル
は
本
洋

、
英

洋

、
鷲

洋

、

香
港

ド

ル
は
帖
人

洋

、
杖

洋

、

日
本

円
銀

は

日
本

龍
洋

と

呼

ば
れ

た
。

中

国

全
土

で
の
龍
洋

の
鋳

造
額

は
民
国

三
年

、

財
政

府

の
調
査

に
よ

れ
ば

二
億

六
〇

二
万
八

、
一
五

二
元

と

さ
れ
、

七
年

に

は
二
億

三
、

五
三
九
万
八
、
〇
五
〇
元
、
八
年

に
は
二
億
八
、
六
三
五
互

、
四

一
九
元
と
さ
雑

・
し
か
し
落

額

に

つ
い
て
は
正
確
な
資
料
が
な
く
・

中
国

政
府

に
も

わ
か

っ
て
い
な

い
と
思

わ

れ

る
。

エ
ド

ワ
ー
ド

・
カ

ー

ン
は

一
九

二
九
年

ま

で
の
新
幣

の
鋳

造

額

を
約

一
一
億

兀
と
推

定

(
49
)

し

て
い
る
。

以
上

に
み
る
よ
う
に
中
国

で
は
ペ
ソ
の
現
物

が
国
内

に
流
通
し
た
の
み
な
ら
ず
、

ペ
ソ
を
模
倣
し
た
銀
元
が
鋳
造

さ
れ
、
内
外

の
決
済

に
利
用

さ
れ
て
い
た
。
中
国

の
広

い
国
土

か
ら
み

て
も
中
国

で
の
ペ
ソ
の
流
通
は
き
わ
め

て
大
き
な
も

の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
、
中
国

の

貨
幣
制
度

に
及
ぼ
し
た

ペ
ソ
の
影
響

は
甚
大

で
あ

っ
た
と
み
ら
れ
よ
う
。

七
、
日
本

へ
の
流
入
と
貿
易
銀

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル
が

日
本

で
決
済

通

貨

と
し

て
用

い
ら

れ

る
よ

う

に
な

っ
た

の
は
、
米
国

の

ペ
リ

ー
提

督
来

航

に
伴

い
、
安
政

元
年

(
一

八
五

四
年
)

一
二
月

、
下

田

に
お
け

る

日
米

和

親
条

約

に
よ

っ
て
下

田
、
箱
館

の
二
港

に
お

い

て
米

国
人

が
食

料

、
燃

料
等

を
買

い
入

れ

る

場

合
、

日
本
側

役
人

を

通

じ

て
外
国

銀

貨
を

用

い

る

こ
と

が
承

認

さ
れ

て
か
ら

で
献

翻
。

日
本

で
は

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル
を

一
般

に
洋

銀

と
呼

ん
だ
。

ま

た
墨
銀

、

ド

ル
銀

、

ド

ル
ラ

ル
と

も
称

さ

れ
た
。

そ

の
結

果

メ
キ

シ

コ

・

ド

ル
と
当

時

の
日
本

の
通
貨

と

の
交

換

レ
ー

ト

に

つ
い

て
度
重

な

る
交

渉

が
行

わ

れ
、

日
本

側

に
か
な

り
不
利

な

取
引

が
あ

っ
た

こ
と

が

(
51

)

記
録

に
残
さ
れ
て
い
る
。

明
治
新
政
府
が
生
ま
れ
た
と
き
、
そ

の
幣
制
改
革

で
は
先
ず

メ
キ

シ

コ

・
ド
ル
と
対
等

に
取
引

さ
れ
る
銀
貨
を
本
位
貨
幣
と
し
、
国
際
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的
貨

幣

に

し

よ

う
と

い
う

希

望

が
あ

っ
た

よ
う

で
あ

る
。

こ

の
た
め

明

治

二
年

(
一
八
六
九
年
)
、
新

貨

幣

の
発

行

に

つ
い

て
東

洋

銀

行

(〇
二
Φ
算
巴

匂u
き

犀
O
o
壱
o
茜
轡一露

)
の
支

配

人

ロ
ベ

ル
ト

ソ

ン

(旨
"
。
9
『冨
8

)
に
諮

問

し

た
。

ロ
ベ

ル
ト

ソ

ン
の
原

案

は
、
本
位

貨
幣

は
銀

貨

と

し
、

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル
を

も

っ
て
素
材

価
値

の
標
準

と
す

る
と

い
う
も

の
で
あ

っ
た
。

本
位

は

一
円
が

四

一
六

グ

レ
イ

ン
、

一
〇
分

の
九

の
品

位

で
あ

る
。

同
時

に

一
八
六

九
年

七

月

七

日
、
外

国

在

日
公

使

に
新

貨
幣

の
鋳
造

を
告

げ

る
文

書
を

送

り
、

そ
れ

に
添

付

し

て

コ

円

ヲ
以

テ
メ
キ

シ

コ
洋

銀

一
枚

に
比
較

シ
起

算

ス

ル
所

ノ
者

ナ
リ
」

と

い
う
事

情

を
伝

え

て
転
耀
。

し

か
し

幣
制

改
革

で
は
最
終

的

に
金

本
位

と

決
定

さ
れ

た
。

こ

の
た
め

当
初

銀
本

位

を

予
想

し

て
本

位
貨

と

し

て
鋳

造

し

た

一
円
銀

貨

は
廃

止

に
な

っ
た
。

し

か

し
当

分
貿

易

上

の
便
宜

を

は
か

り
、

開
港
場

に
お

け

る
通

商
上

の
取

引
な

ら

び

に
外
国

人

の
納

税
等

に
か
ぎ

り

使

用

で
き

る
貿
易

銀

貨

と

い
う

名
目

で

一
円

銀
貨

を

活

用

し
、

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル
と
並

ん

で
通

用

さ
せ

る

こ
と
と

し

た
。

こ

の
た

め
明
治

四
年

五
月

一
〇

日

の
新

貨

条
例

に
よ

り
金
貨

を

本
位

貨

幣

と

し
、
純

金

一

・
五
グ

ラ

ム
を

一
円

と
定

め

た
。
貿

易

通
貨

と

し

て
の

}
円

銀
貨

は
開

港
場

以
外

で
は
公
納

、

そ

の
他

一
般

に
通
用

で
き

な

い
が
、

私

の
取

引

で
は
相

互

に
承
諾

の
う

え

で
受

払

い
す

(
53

)

る
分

に
は
全
国

で
無
制
限
通
用
が
可
能

に
な

っ
た
。

新
貨
条
例

は
基
本
と
し

て
は
金
単
本
位
制

で
あ
る
が
、
開
港
場

に
お

い
て
は
金
銀
複
本
位
制
が
行

わ
れ
、
か

つ
全
国
的

に
も
金
銀
複
本

位
制

が
実
施
さ
れ
る
可
能
性
を
含

む
も

の
で
あ

っ
た
。
従

っ
て
新
幣
制
は
金
本
位
制
と
は

い

っ
て
も
実
質
的

に
は
金
銀
複
本
位
制

に
近

い

(
54

)
。

と

い
え

る
も

の

で
あ

っ
た

新

貨

条

例

に
よ

る
貿

易

一
円

銀

貨

は

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル
と

同

一
で
あ

る

こ
と

を
目
指

し
た

が
、

実
際

に
鋳
貨

の
規

範

と

な

っ
た
も

の
は

香

港

ド

ル

で
あ

っ
て
、
量

目

四

↓
六

グ

レ
イ

ン

(
二
六

・
九
五
七
グ
ラ
ム
)
、
銀

純

度

一
〇

分

の
九

で
あ

っ
た
。
し

か
し

ア
ジ

ア
諸

地

域

に
お

い

て
日
本

の
貿

易
銀

は

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル
並

み

に
流

通

せ

ず
、
貿

易

上

に
支

障

を
生

じ
た

の

で
、

そ

の
対
策

と

し

て
銀
量

を
増

加

し

た
。
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す
な
わ
ち
明
治
八
年
二
月

二
八
日
太
政
官
布
告
第
三
五
号
を
も

っ
て
貿
易

一
円
銀
貨

の
量
目
を
四
グ

レ
イ

ン
増
加
す

る
と
と
も

に
銀
貨
表

　
あ
　

面

お

よ

び
裏
面

の
刻
印

を
改

め

た
。

新

貿

易

銀

の
量

目

は
米

国

の
貿

易

ド

ル
を

規

範

と

し

て
、

こ
れ

と

同
等

に
定

め

た

た
め

、

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル
よ

り

や

や
重

か

っ
た
。

従

っ
て
新
貿

易

銀

は

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル
よ
り
銀

量

が
多

か

っ
た

の

で
あ

る
が
、

市
場

価
格

は
か

え

っ
て

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル
の
方

が
高

か

っ

た
。

こ
れ

は
そ

の
貨

幣

を

発
行

す

る
国

家

の
幣

制

に
対

す

る
社

会

的
信

認

の
相

違

に
よ

る
も

の
で
あ

っ
て
、

日
本

の
貿

易

銀
貨

の
素

材
価

値

を
高

め

る
だ
け

で
解

決

す

る
問

題

で
は
な

か

っ
た
。

結

局
新

貿

易
銀

は
発
行

し

て
も
溶

解

さ
れ

て
流
通

せ
ず
、

一
部

の
も

の
を
利

す

る

　
　
　

に
と
ど
ま

っ
た
の
で
、
政
府

は
新
貿
易
銀

の
鋳
造
を
や
め
て
明
治

一
一
年

=

月

二
六

日
旧
貿
易
銀
を
再
鋳
発
行

し
た
。

こ
の
ケ
ー

ス
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う

に
通
貨

の
流
通
は
貨
幣

の
量
目

の
み
で
は
な
く
、
通
貨
発
行

の
主
体

に
対
す

る
人

々
の
信
認
が
ど

の
程
度

の
も
の
か

に
よ
る
こ
と
を
示
し
た
も

の
と
し

て
注
目

さ
れ
る
。

メ
キ

シ
コ

・
ド
ル
が
広
く
国
際
決
済
通
貨
と
し
て
流
通
し
た
背
景

を
示
す
も

の
と
し

て
貴
重
な
実
験

で
あ

っ
た
。

八

、

香

港

に
お

け

る

メ

キ

シ

コ

・
ド

ル

香

港

は
巨

大

な
中

国

大
陸

に
隣

接

し

て
い

る

の

で
、
中

国

の
影

響

力

が
き

わ

め

て
大
き

い
こ
と

は

い
う

ま

で
も
な

い
。

貨
幣

の
分
野

で

も
銀

に
執
着

す

る
中

国

の
伝

統

は
無

視

し

え

な

い
も

の

で
あ

っ
た
。

そ

の
結

果
香

港

は
否

応

な

く
中
国

通
貨

地

域

の
影
響

を
色

濃

く
受

け

る

こ
と

に
な

っ
た
。

香

港

に
お
け

る
銀
貨

の
流

通

は

イ
ギ

ー3

ス
人
が

到
来

す

る

よ

り
か

な

り
以
前

か

ら

で
あ

っ
た
。

一
五
ヒ

五
年

に
中
国

人

と

ス
ペ
イ

ン
人

と

の
貿
易

が
始

ま

っ
て
か

ら

ス
ペ
イ

ン
の
八

レ
ア

ル
銀

貨

は
履

門

、
広

東
、

寧

波

な

ど
各
地

の
中
国

の
港

に
流
入

し
た
。

フ
ィ
リ

ッ
ピ

ン

を
植

民

地

と
す

る

こ
と

に
よ

っ
て

ス

ペ
イ

ン
人

の
根

拠
地

は

マ

ニ
ラ
に
お

か
れ

た
。

フ

ィ
リ

ッ
ピ

ン
と

の
貿

易

を
通

じ

て
、

ス

ペ
イ

ン
人
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は
中

国

の
絹
を

輸

入

し
、

そ

の
代

金
を

新
大

陸

に
大

量

に
生

産

さ
れ

た
銀

で
支

払

っ
た
。

一
八

四

二
年

に
イ

ギ

リ

ス
は
中

国
か

ら
香

港

を
奪

っ
た
後

、

三
月

二
九

日
に
布
告

を

出

し
、

ス
ペ
イ

ン
、

メ
キ

シ

コ
お
よ

び

そ

の
他

の

国

の
ド

ル
銀

貨

、
東

イ

ン
ド
会

社

の

ル
ビ

i
、
中

国

の
銅
銭

を
香

港

で

の
法

貨

と
定

め

た
。

し

か

し

一
八

四

二
年

四
月

二
七

日

に
は
別

の

布

告

が
出

さ
れ

、

メ
キ

シ

コ
お

よ
び
他

の
中

南
米

諸

国

の

ド

ル
銀

貨

を
香

港

に
お

け

る
本

位

貨
幣

と
し

た
。

イ

ギ

リ

ス
は
そ

の
植
民

地

で

イ
ギ

リ

ス
本

国

の
貨

幣

を
鋳

造

す

る

こ
と

に
は
北

ア

メ
リ
カ
植
民

地

の
場

合

と
同

様

に
疑

念

を

い
だ

い

て
お
り
、

香
港

だ

け
を

例
外

と

す

る

こ
と

は

で
き

な

か

っ
た
。

こ
の
た
め

一
八

四
四
年

=

月

二
八

日

の
新

布

告

は
、

以
前

に
出

さ

れ
た
布

告

を
撤

回

し
、

イ
ギ

リ

ス
の
銀

貨

と

と

も

に
東

イ

ン
ド
会

社

が

発
行

す

る
金
貨

(
一
八
、二
五
年
九
月

↓
日
か
ら
鋳
造
さ
れ
た
)
、

ス
ペ
イ

ン
、
メ

キ

シ

コ
お

よ
び

そ

の
他

の
中

南

米

諸
国

が
発

行
す

る

ド

ル
銀

貨

を
本

位
貨

幣

と

し

た
。

し

か

し
中

国
人

は
銀

決

済

の
慣

習

に
固
執

し

て
い
た

の

で
、

ド

ル
銀

貨

を

唯

一
の
本

位

貨
幣

と
し

て
認

め

て
い
た
。

一
般

商
業

社
会

も

植

民

地

政

府

が

発

す

る
布

告

は
紙

切

れ
と

し

か
考

え

な

か

っ
た
。
植

民
地

政
府

を
別

と
し

て
民

間

の
勘

定

は

ド

ル
建

て

で
行

わ

れ

て
お

り

、

ポ

ン
ド

で
は
な

か

っ
た
。

加

う
る

に
裁
判

所

に
お

い
て
、

契

約

が

ド

ル
で
な

さ

れ

て
い
る

と
き
、

支
払

い
は
同

じ
貨

幣

に
よ

っ
て
な

さ

れ

る

べ
き

も

の
、

と

の
判
決

が
あ

っ
て
、
植

民

地

の
通

貨
政

策

に
衝

撃

を
与

え
た
。

こ
の
よ

う
な
経

過

を

た
ど

っ
て
メ
キ

シ

コ

・
ド

ル

は
中

国

人

の
好

み

に
合

い
、
事

実
上

香

港

に
お

い

て
本

位

貨
幣

と

な

っ
た
。

一
八

六

三
年

一
月

九

日

に
新

し

い
布

告

が
発

せ
ら

れ
、

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル
あ

る

い
は
他

の
等

価

の
ド

ル
銀

貨

を
唯

一
の
無
制

限
法

貨

と

し

た
。

そ
れ

に
伴

っ
て
イ
ギ

リ

ス
は

一
八

六

四
年

に
ブ

リ

テ

ィ

ッ
シ

ュ

・
ド

ル

げ
葺

帥ω
ゴ
α
o
一一鍵

を

鋳
造

し

て
東

ア
ジ

ア
で

の
イ
ギ

リ

ス

の
通

貨
勢

力

を

回
復

し

よ
う

と
し

た
。

こ

の
た
め

イ

ギ

リ

ス
は
四

一
六

グ

レ
イ

ン
、

純

度
千

分

の
九

〇

〇

の
ブ

リ

テ

ィ

ッ
シ

ュ

・
ド

ル
の

(
57

)

鋳

造

を

開
始

し

た
。
し

か

し
ブ

リ

テ

ィ

ッ
シ

ュ

・
ド

ル
は
中

国
人

の
好

み

に
合

わ
ず

、

一
%
以
上

の
プ

レ
ミ

ア

ム
を

つ
け

て
交

換

さ
れ

た
。

イ
ギ

リ

ス
人

が
香

港

に
も

た
ら

し

た

イ
ギ

リ

ス
の
銀

貨

あ

る

い
は
ブ

リ

テ

ィ

ッ
シ

ュ

・
ド

ル
に

つ
い

て
吉

田
虎

雄

は
銀

貨

の
純
分

が
低
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か

っ
た

た
め

中
国

人

に
歓
迎

さ
れ

な
か

っ
た
、

と
述

べ
て

い
る
。

一
八
六
六

年

に
鋳

造

さ
れ

た
ブ

リ

テ

ィ

ッ
シ

ュ

・
ド

ル
も
銀

含

有

量

が

(
58

)

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル

に
比

べ

て
三

グ

レ
イ

ン
低

か

っ
た
と

い
う

が
、

真
相

は
明

ら

か

で
な

い
。

新

し

く
鋳

造

さ

れ

た
ブ

リ

テ

ィ

ッ
シ

ュ

・
ド

ル
に
対

す

る
中

国

人

の
態
度

を

み

て
イ
ギ

リ

ス
植

民
地

当

局

は
自

身

の
貨

幣
鋳

造

計

画
を

放

棄

し
、

鋳

造
機

械

を

解
体

し

て
し

ま

っ
た
。

解

体

し

た
機

械

は

た
ま

た
ま
明

治
維

新

政

府

の
も

と

で
新
貨

幣

を
鋳

造

し
始

め

た

日
本

に

売

却

さ
鶏

・

天

六

四
年

か
ら

の
ブ

リ

テ

ィ

ッ
シ

ュ

.
ド

ル

の
鋳
造

額

は

三

〇

万
八

・
〇

五

四
ド

ル

に
と

ど

ま

つ(煙
・

一
八

八

三
年

に
ブ

リ

テ

ィ

ッ
シ

ュ

・
ド

ル
は
ボ

ン
ベ
イ
と

カ

ル
カ

ッ
タ

の
造

幣

所

で
鋳

造

さ

れ
、

シ

ン
ガ

ポ

ー

ル
お
よ
び

マ
レ
ー
半
島

(
61
)

に
流

通

し
、

香

港

に
持

ち

込

ま

れ
た

が
、

一
八
九

五
年

に
な

っ
て
中

国
人

の
関
心

を

も
集

め

る
よ
う

に
な

っ
た
と

い
う
。

こ
れ

ら

の
ド

ル

は
重

量

四

一
六

グ

レ
イ

ン
、
純

度

千
分

の
九

〇
〇

と

か

つ
て

の
ブ

リ

テ

ィ

ッ
シ

ュ

・
ド

ル
と
同

じ
と

さ

れ

た
が
、

吉

田
虎

雄

に
よ

れ
ば
、

品
位

が

か

つ
て
香

港

で
鋳

造

さ

れ

た
も

の
よ

り
高

か

っ
た

の

で
、

香

港

ド

ル
と

も

い
わ

れ

る
ブ

リ

テ

ィ

ッ
シ

ュ

・
ド

ル
は
中

国

の
南

部

お

よ
び

北
部

に
も
流

通

し
、

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル
に
次

ぐ

勢
力

を

保

っ
た
と

さ

れ

る
。

し
か

し
、

中
国

革

命
後

に
中
国

の
貨

幣
制

度

が
整

う

に

(
62
)

従

っ
て
駆

逐

さ

れ
、

そ

の
流

通

量

は
減
少

し

た
。

九

、

海

峡

植

民
地

の

メ

キ

シ

コ

・
ド

ル

マ
レ
ー
半

島

お

よ
び

シ

ン
ガ

ポ

ー

ル

(海
峡
植
民
地

望
§

盆

ω
Φ
三
Φ
ヨ
Φ
三
ω
と
呼
ば
れ
る
)
に
お

い

て
は
、

一
八
九

九
年

ま

で
通

貨
単

位

は

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル
で
あ

っ
た
。

一
八

一
九
年

ラ

ッ
フ
ル
ズ

↓
ゴ
o
ヨ
o
ω
ω
冨
ヨ
8
「α

"
鋤
窪

Φ
ω
は
、

イ
ギ

リ

ス

の
東
印

度

会
社

が

マ
レ
ー
半

島

に
貿

易
拠

点

を
設

置

す

る

た
め

マ
レ
ー
地

方

の
首

長

と
交

渉

し
、
ト

ン
ク

・
ロ
ン
グ

↓
①
コ
σ9
ぎ

ピ
o
口
αq
に
、
五
、
○

○

○

ス

ペ
イ

ン

・
ド

ル
の
年

金
を
支

払

う

と

と
も

(
63

)

に
イ
ギ

リ

ス
が
保

護

を
与

え

る

こ
と

を
約

束

し

て
お

り
、

当
時

す

で
に

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル
が
通

貨

と

し

て
用

い
ら
れ

て

い
た

こ
と

を
示

し
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て

い
る
。

一
八
九

九
年

五

月

、
海

峡

植
民

地

政
府

は
初

め

て
紙
幣

を

発
行

し
た
。

こ
の
紙

幣

は
、

本

位
貨

幣

の

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル
の
ほ
か
香

港
上

海

銀
行

、

イ

ン
ド

・
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

・
ア

ン
ド

・
チ

ャ
イ

ナ

・
チ

ャ
ー

タ

ー
ド
銀

行

の
銀
行

券

と
並

ん

で
商
取

引

に
用

い
ら

れ

た
。

し

か

し

一
九

〇

三
年

、
金

為

替
本

位

制
度

採

用

の
方

針

を
決

定

し
、

同
年

六
月

海

峡
植

民
地

貨
幣

法

を
公

布

し
、

海
峡

ド

ル
を
発

行

し

た
。

こ

の
銀
貨

は

イ

ン
ド
造

幣
所

で
鋳
造

さ
れ

、
海

峡

植
民

地

に
輸

送

さ
れ

た
。

そ
れ

に
伴

っ
て
イ
ギ

リ

ス
銀
貨

お
よ

び

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル
の

輸

入

は
禁

止

さ
れ
、

新

通
貨

を

も

っ
て
無
制

限

の
法

貨

と

し

た
。
新

し

い
海

峡
植

民

地

ド

ル
は
重

量

四

一
六
グ

レ
イ

ン
、
単

位

千

分

の
九

〇
〇

で
あ

っ
て
、

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル
と

同
等

の
価

値

を

も

っ
た
。

[
○

、

ア
ジ

ア
に

お

け

る

ス

ペ
イ

ン

の
拠

点

・
マ

ニ
ラ

フ

ィ
リ

ッ
ピ

ン
は

一
五

一
=

年

マ
ゼ

ラ

ン
の
来

航
後

ス

ペ
イ

ン
の
植

民

地

と
な

っ
た
。

占

い
時

代

に
は
金
製

の
装

飾

品
が
、

後

に
は
円

錐

形

を
し

た
金

塊

が
貨

幣

と

し

て
用

い
ら
れ

て
い
た
。

植

民
地

時

代

に

メ
キ

シ

コ
の

ア
カ
プ

ル

コ
と

の
間

に
ガ

レ
オ

ン
船

に
よ

る
貿
易

が

始

ま

り
、

一
五
六

五
年

か

ら

一
八

一
五

年

に
至

る

二
五
〇
年

間

続

い
た
。

こ

の
時

代

に
も

種

々

の
独

特

な
硬

貨

が
用

い
ら
れ

た

が
、

そ
れ

は

不
規

則

か

つ
粗

雑

な
造

り

で
あ

っ
た

。

一
八

世
紀

に

ス
ペ
イ

ン
の
銀
貨

ペ

ソ
が
導

入

さ
れ

た
。

ガ

レ
オ

ン
貿
易

に

よ

る
新

大

陸
と

の
決

済

は
人

部

分

ペ

ソ

で
行

わ
れ
、

マ

ニ
ラ
か

ら

は
も

っ
ぱ

ら
中

国
産

の
絹

を
輸

出

し

た
。

ス

ペ
イ

ン
本

国

政

府

は

フ

ィ
リ

ッ
ピ

ン

に
造
幣

所

は
造

ら
な

か

っ
た

の

で
、
中

南

米

諸
国

で
鋳

造

さ

れ

た

ペ
ソ
銀
貨

が

フ
ィ
リ

ッ
ピ

ン

に
送

ら

れ

た
。

ス

ペ
イ

ン
領
植

民

地
時

代

に
造
幣

所

が
造

ら

れ

る

の
は

一
八

五
七

年

イ

サ
ベ

ラ
ニ
世

の
時

代

で
あ
り
、

一
八

六

一
年

三
月

一
九

日
に
鋳

造

を

開
始

し
た
。

中

国

産

の
絹

は

マ
ニ
ラ
か

ら

メ
キ

シ

コ

へ
の
輸

出

の
大
部

分

を

占

め

た
。

一
五
九

六

年

一
〇
月

、
土

佐

の
浦

戸

に
台

風
を
避

け

た
ガ

レ
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オ

ン
船
、

サ

ン

・
フ

ェ
リ

ペ
号

の
積

荷

か

ら

み

て
、

生
糸

、

絹
織

物

の

シ

ェ
ア
は
五

九

%

に
の
ぼ

っ
た
。
絹

に
次

い

で
は
金

塊

の

シ

ェ
ア

が
高

く
、

二

四

・
四
%

を
占

め

た
。

こ
れ

は

一
六
世

紀

末

の
金
銀

比

価

が

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

で
は

一
対

一
二

で
あ

っ
た

の

に
対

し
、
中

国

で
は

一
対

七

と
金

価

値

が
低

く

評
価

さ
れ

て
い
た

の

で
、

マ

ニ
ラ
か
ら

メ
キ

シ

コ
に
輸
送

す

る

だ
け

で
金

価
値

は
七

〇

%
以

上

も
高

く

な

る
か

(
64
)

ら

で
あ

る
。

他
方

ガ

レ
オ

ン
船

に
よ

る

ア
ジ

ア

へ
の
銀
搬

出

額

は
明

確

で
な

い
。

当
時

、

東

方

と

の
貿

易

決

済

の
た
め

に
西

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
が
支

払

っ

た
銀

は
、

一
六
世

紀

初

め

に
年
平

均

二
〇

・
五

ト

ン
で
あ

っ
た

も

の
が
、

同
世

紀
末

に
は
六

四

.
三

ト

ン
に
増
加

し
た

と

さ
れ

て
お

り
、

(
65
)

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
が
同
世

紀
末

に
生
産

し

た
銀

量

は
辛

う
じ

て
二
〇

ト

ン
で
あ

っ
た

こ
と
を
考

え
れ
ば

、

ヌ

エ
バ

・
エ
ス
パ

ー

ニ
ャ
か
ら

マ

ニ

ラ

に
向

か

っ
た
銀

量

は

こ
れ
ら

の
数

字

に
匹

敵

す

る
量

で
あ

っ
た

の

で
は

な

い
か

と
推
定

さ
れ

る
。

こ

の
巨

額

の
銀

は

ペ

ソ
の
形

を

と

っ
て
中

国

を
始

あ

と

す

る
周

辺

の
東

ア
ジ

ア
諸
地
域

に
入

り
、

ス
ペ
イ

ン

・
ド

ル
あ

る

い
は

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル
に
対

す

る
強

い
信

認
を

築

き

あ
げ

る

の

に
寄

与

し

た
。

一
、

貿

易

銀

貿

易
銀

と

は
外
国

貿

易

の
決

済

に
使

用

す

る
目
的

を

も

っ
て
鋳

造

さ
れ

た
銀
貨

で
あ

る
。

一
七

五

〇
年

か

ら

一
九

四
〇
年

に
か
け

て
多

く

の
国

、

特

に

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
経

済
大

国

と
貿

易
商

人

は

ア

フ
リ
カ
、

ア

ラ
ブ

諸
国

、

イ

ン
ド
、

東

南

ア
ジ

ア
、
極

東

の
国

々
と

の
貿
易

の
便
宜

を

は
か

る

た
め
、

貿
易

用

の
硬
貨

を
鋳

造

し

た
。

こ

の
種

の
硬
貨

は

一
般

に
貨
幣

面

に
示

さ

れ
た
額

面
価
値

よ

り

は
む

し

ろ
含
有

さ

れ

る
金

あ

る

い
は
銀

の
重

量

と
純

分

に
基

づ
く

価
値

で
評
価

さ
れ

た
。

先

に
日
本

で
鋳
造

さ
れ

た
貿

易
銀

に

つ
い

て
述

べ
た
が
、

ス
ペ

イ

ン
の
八

リ

ア

ル
銀

貨

は
最

も
典

型

的

な
貿

易
銀

で
あ

っ
て
、

こ
れ

を

モ
デ

ル
に
し

て
各
種

の
貿

易
銀

が

つ
く

ら
れ

た
。

イ
ギ

リ

ス
の
貿

易
銀

、

米

国

の
貿
易

銀

を
始

め
、

印

度

支

那

ド

ル

(Q6
巴
σq
8

U
o
=
碧
)、

ロ
シ

ア
貿

易
銀

な

ど
多

種

に

の
ぼ

っ
た
。
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こ

の
ほ

か

に
も
貿

易
貨

幣

と

し

て
オ

ー

ス
ト
リ

ァ
、

ハ
ン
ガ

リ

ー
、

オ

ラ

ン
ダ

の

デ

ュ
カ

ッ
ト
金

貨
、

オ

ー

ス
ト
リ

ア
の

マ
リ

ア

・
テ

レ
サ

.
夕

i

レ
ル
、

そ

の
他

ア

フ
リ
カ

お
よ

び
中
東

で
成

功

し
た
各

種

の
金

銀

貨

を
あ

げ

る

こ
と

が

で
き

る
。

イ
ギ

リ

ス
の
貿

易

ド

ル

(しd
H一瓢
ωげ
】U
O
一一餌
憎)
に

つ
い

て
は
香

港

の
項

で
述

べ
た
。

米

国

の
貿

易

銀

は
、

一
八
七

三
年

に
鋳

造

さ
れ
、

も

っ
ぱ
ら
東

洋

諸
地

域

の
需
要

に
応

ず

る
た

め

に
発

行

さ
れ

た
。

重
量

四
二
〇

グ

レ

イ

ン
、

品
位

千

分

の
九

〇
〇

で
あ

っ
て
、

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル
に
比

べ
て
純

銀

量

が
多

か

っ
た

の

で
中
国

人

に
歓

迎

さ
れ

た
。

し

か

し
銀
量

(
66

)

が
多

い

の

で
鋳

つ
ぶ

さ
れ

る
も

の
も

多

か

っ
た
。

そ

の
後

銀

価

が
暴
騰

し
た

た

め
鋳

造

は
停
止

さ
れ

た
。

イ

ン
ド

シ
ナ

で
初

め

て
銀
貨

を

鋳
造

し

た

の
は

一
八

八
五

年

で
あ

っ
て
、

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル
お

よ
び
米

国
貿

易
銀

の
利

用

を
抑

え

る

こ

と
を

目
的

に
造

ら
れ

た
。

こ

の
た
め
重

量

四

二
〇

グ

レ
イ

ン
、

品

位
千

分

の
九

〇

〇

と

し
た
。

し

か

し

そ

の
純

銀
量

が

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル

よ
り
大

き

か

っ
た

の

で
鋳

つ
ぶ

さ
れ
、

あ

る

い
は
退
蔵

さ
れ

て
市
場

に
出

て

こ
な
か

っ
た
。

こ
の
た
あ

イ

ン
ド

シ
ナ
政

府

は

一
八

九

五
年

に
重

量

を

四

一
六

⊥

3
グ

レ
イ

ン
、
品

位
千

分

の
九
〇

〇

の
新

銀
貨

を
鋳

造

し

た

の

で
、

こ

の
貿

易

銀

の
流

通

は
円
滑

に
な

り
、
中

国
南

(
67
)

部

に
も
流
通

し

た
が
、

そ

の
勢

力

は
微

々
た

る
も

の

で
あ

っ
た
。

結

び

以
上

に

一
五
世
紀
か
ら

ス
ペ
イ

ン
が
鋳
造
し
た
八

レ
ア
ル
銀
貨

が
国
際
決
済
通
貨
と
し

て
広
く
世
界
に
流
通

し
た
経
過
を
明
ら
か
に
し

た
。
最
初

は
本
国

で
鋳
造

さ
れ
、
主
と
し

て

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
の
決
済

に
用

い
ら
れ
た
。
次

い
で
新
大
陸

に
豊
富
な
銀
を
産
出
し
始
め
る
と
、

ア
メ
リ
カ
の
植
民
地

で
も
鋳
造

さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
し
か
も
英
領
北

ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
に
流

れ
、
さ
ら
に
ア
ジ

ア
地
域

に
も
流
通
し
、

米
国
並
び

に
東

ア
ジ

ア
諸
国

の
通
貨
制
度

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
し
か
し

一
七
世
紀
後
半

か
ら

ス
ペ
イ

ン
本
国
鋳
造

の
銀
貨

の
量

目
は
引
き
下
げ

ら
れ
、
国
際
決
済
通
貨

と
し

て
の
地
位
を
失

っ
た
が
、

メ
キ

シ
コ
な
ど
植
民
地

で
鋳
造

さ
れ
た
銀
貨
が
北

ア
メ
リ
カ
お
よ
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び
東

ア
ジ

ア
諸
国

に
お

い
て
通
貨
制
度

の
創
設
お
よ
び
整
備

に
重
要
な
役
割
を
果
し
た
。

メ
キ

シ
コ
経
済

は
い
わ
ゆ
る
発
展
途
上
国

で
あ

っ
て
、

そ
の
経
済
発
展
段
階
は
き
わ
め

て
低

い
水
準

に
あ
り
、
金
融
制
度
も
整
備

さ
れ

て
い
た
わ
け

で
は
な

い
。

そ
の
資
本
形
成

に
は
外
国
資
本

が
大
き
な
役
割
を
果
し

て
い
た
。

そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
イ
ギ

リ
ス
の
通
貨
ポ

ン
ド
が
国
際
決
済

に
重
要
な
役
割
を
果
し
た
時
代

に
先
立

っ
て
、

メ
キ

シ
コ

・
ド
ル
と
呼
ば
れ
た

メ
キ
シ

コ
鋳
造

の
銀
貨
が
南
北

ア
メ
リ

(
68

)

カ
お

よ
び
東

ア
ジ

ア
に
お

い

て
国

際

決
済

手

段

と

し

て
広

く
用

い
ら
れ

た

理
由

は
ど

こ
に
あ

っ
た

の

で
あ

ろ
う

か
。

こ

の
問
題

に
対

す

る
答

の
第

一
は
、

ス
ペ
イ

ン
が
新

大
陸

を
発

見

、

征

服

し
、
当

時

の
世

界

で
第

一
の
植
民

地

帝
国

と
な

っ
た
歴

史

的

事
実

を

反
映

し
、

そ

の
通
貨

を
国
際

的

決
済

通

貨

に
押

し
上

げ

た

こ
と

で
あ

る
。

そ

の
イ

メ

ー
ジ

は

一
七

世
紀

に

ス
ペ
イ

ン
帝

国

が
衰

退

し
始

あ

た
後

も

世
界

に
印

象

づ

け
ら

れ
、
豊

富

な

銀

の
産
出

に
支

え

ら
れ

て

ペ

ソ
を
特

に
東

ア
ジ

ア
地
域

に
流
通

さ
せ

た
。

一
七
世

紀

後

半

か

ら

一
八
世

紀

初

め

に
か

け

て

ス
ペ
イ

ン
本

国

の

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

に
お

け

る
地

位

が
低

下

し
、

オ

ラ

ン
ダ

が

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
に
お

け

る
経

済

人

国

と

し

て
登

場

し
始

あ

る
と
、

本

国

に
か

わ

っ
て
植

民

地
特

に

メ
キ

シ

コ
が

ス

ペ
イ

ン
の
銀
貨

を
大

量

に
鋳
造

し
、

ペ

ソ
は
国

際
決

済

手

段

と

し

て
の
地

位

を
保

持

し
続

け

た
。

な

か

で
も

一
七

三

二
年

に

メ
キ

シ

コ
で
鋳
造

さ

れ
た

ス

ペ
イ

ン
お

よ
び

イ

ン
ド
国

王

が
発

行

し

た

八

レ

ア
ル
の
銀

貨

、

ド

ス

・
ム

ン
ド

ス

α
o
ω
ヨ
暮

α
o
ω
は
広

く
世

界

に
も

て
は
や
さ

れ

て
い
た
。
銀

の
純
分

は

メ
キ

シ

コ
鋳
造

分

で
も

若
干

落

ち

て
は

い
た
が
、

植

民

地

で
鋳

造

さ
れ

た

ス

ペ
イ

ン
の
銀

貨

ペ

ソ
の
価
値

に
大

き

な
変
化

は
な

か

っ
た
。

メ
キ

シ

コ
独

立
後

に
鋳
造

さ
れ

た
貨

幣

は

ス

ペ
イ

ン
の
通

貨

を

そ

の
ま

ま
受

け
継

ぎ
、

八

レ

ア
ル
銀
貨

を
鋳

造

、
発

行

し

た
。

メ
キ

シ

コ
共
和

国

が
発

行

し

た
八

レ
ア

ル
銀

貨

は
当

初

多

少
低

く

評
価

さ

れ

た

よ
う

で
あ

る

が
、

ス
ペ
イ

ン
の
銀

貨

ペ

ソ
と
同

様

ア

メ
リ
カ
お

よ

び

ア
ジ

ア
に
広

く
流

通

し

、

国
際
決

済

通
貨

と

し

て

の
役
割

を

演

じ
続

け
た
。

こ
れ

は
衰

え

た
と

は

い
え
大

植
民

地
帝

国

ス
ペ
イ

ン
の
威

光

に
支

え
ら

れ

た
も

の

で
あ

り
、

充
実

し

た
銀

容

量

が

そ

の
評

価

を
変

る

こ
と
な

く
維

持

し

た
も

の
と

い
え
よ

う
。

し

か

し

メ
キ

シ

コ
で
鋳

造

さ
れ

た

ペ

ソ
の
流

通

過
程
を

み
る
と

、

ア
ジ

ア
諸
地

域

で
の

ペ

ソ
に
対
す

る
信

認

は
必

ず

し
も
銀

容

量

に
支
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配

さ
れ

て
い
た
わ
け
で
は
な

い
。
時

に
銀
容
量
が
よ
り
多

い
銀
貨
が
発
行
さ
れ

て
も

ペ
ソ
の
方
が
民
衆

の
信
認
を

え
て
流
通
し
た

の
で
あ

る
。
通
貨

に
対
す

る
民
衆

の
信
認

は
き
わ
め

て
微
妙
な
も

の
で
あ
る

こ
と
を
認
め
ざ

る
を
え
な

い
。

ペ
ソ
が
国
際
決
済
通
貨
と
し

て
高
く
評
価
さ
れ
た
第

二
の
理
由

は

ペ
ソ
の
銀
純
分
が
充
実
し

て
お
り
、

そ
の
品
位

が
長
期
間
安
定
し

て

い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な

い
。

こ
れ
は
新
大
陸

の
ス
ペ
イ

ン
領
植
民
地

に
豊
富
な
銀
を
産
出
し
た
こ
と

に
理
由
が
あ
る
。

メ
キ

シ

コ
を
含

む

ス
ペ
イ

ン
領

ア
メ
リ
カ
の
銀
生
産

は

一
四
九
三
年
か
ら

一
八
五
〇
年

に
至

る
間
世
界
産
銀

の
八
〇
%
を
占

め
た
と

い
わ
れ
る
。

し
か
し
鋳
造
す

る
側

で

一
定
し
た
純
分
を
保
持
さ
せ
よ
う
と

い
う
意
志

の
存
在

が
不
可
欠

で
あ

る
。

ス
ペ
イ

ン
本
国

で
は
諸
王
国
が
統

合
さ
れ
る
過
程

で
、

カ

ス
テ
ィ
リ
ヤ
王
国

で

一
五
世
紀

に
発
行
さ
れ
た
銀
貨

の
純
分
が
守

ら
れ
ず
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
の
国
際
決
済
通
貨

と

し

て
の
地
位
を
失

い
、
か
え

っ
て
植
民
地

で
鋳
造
さ
れ
た
銀
貨
が
国
際
的
信
認
を
え
た
過
程
か
ら
も
明
ら
か

で
あ

る
。
し
か
も
ポ
ト

シ
の

銀
山

の
産
銀
量

は
当
時
き
わ
め
て
大

き
な
も

の
で
あ

っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ポ

ト
シ
の
造
幣
所

で
鋳
造

さ
れ
た
銀
貨
が
粗
悪

で
あ

っ
た

こ
と
か
ら
国
際
通
貨
と
し

て
の
信
頼
を
失

い
、
国
際
決
済
通
貨
と
し

て
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

メ
キ
シ

コ
で
鋳
造

さ
れ
た

ペ
ソ
の
み
は
こ
の
点

で
高

い
評
価
を
え

て
お
り
、
お
よ
そ
四
〇
〇
年

の
間

に
銀
容
量

の
低
下

は
僅
か
五

・
九

%

に
過
ぎ
な
か

っ
た
と
さ
れ
る
。

一
九
世
紀
初
頭

の
独
立
後
も
八

レ
ア
ル
銀
貨

の
純
分
は
維
持
さ
れ

て
お
り
、
流
通
過
程

で
の
磨
損

は
こ

う
む

っ
た
に
し

て
も
、
そ

の
金
額

を

ペ
ソ
貨

の
数

で
数
え
る
こ
と
を
可
能

に
し
た
ほ
ど

で
あ

る
。

第

三
に
、
当
時
東

ア
ジ

ア
諸
地
域

の
貨
幣
制
度

は
未
整
備

で
あ
り
、
多
く

の
国
が
物
々
交
換

の
時
代

か
ら
幾
分
成
長
し
た
商
品
貨
幣

あ

る

い
は
秤
量
貨
幣
を
用

い
た
時
代

で
あ

っ
た
。
し
か
も

ア
ジ

ア
で
は
民
衆
が
資
産
と
し

て
銀
を
選
好
す
る
傾
向
が
強
か

っ
た
。
イ

ン
ド
で

(
69
)

一
八
五
三
年

に
成
立
し
た
英
領
イ

ン
ド
貨
幣
法
は
銀
本
位
制
を
採
用
し
た
。
中
国

に
お

い
て
も
、
明

の
時
代

に
貨
幣
と
し

て
の
銀

の
使

用

は
か
な
り
増
加
し
、
清
朝
時
代

に

一
層
盛
ん
に
な

っ
た
。
政
府

の
収
入
支
出

に
は
主
と
し

て
銀
を
用

い
、
乾
隆

一
〇
年

(
一
七
四
五
年
)
に

は
民
間

に
お

い
て
も
小

口
の
取
引
を
除

い
て
す

べ
て
銀
を
使
用
さ
せ
た
。
し
か
も
巾
国

の
貨
幣

は
国
家

が

一
定

の
重
量
、
品
位
お
よ
び
形
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式

を
定

め

て
貨

幣

を
鋳

造

し

た

の
で
は

な

く
、
地

金

の
ま

ま

そ

の
重

量
、

品
位

を

検
査

し

て
使

用

さ

せ

た
。

銀

は

い
わ

ゆ

る
秤
量

貨
幣

と

し

て
通
用

し

た
。

そ

の
結

果
、

量

目

が
比

較

的
安

定

し

て

い
た

ス

ペ
イ

ン
あ

る

い
は

メ
キ

シ

コ
の
銀
貨

は
民
衆

に
受

け
入

れ

ら
れ
易

い
貨

幣

と

な
り

う

る

可
能

性
を

も

っ
て
い
た
。

し

か

も
東

ア
ジ

ア
で
は

ス

ペ
イ

ン
あ

る

い
は

メ
キ

シ

コ
の
ペ

ソ
以
外

に
国
際

決

済

に
利

用

で
き

る
手
段

が
存

在

し
な

か

っ
た

こ
と
か

ら

ペ

ソ
は
交

換

手
段

と
し

て
広

く
用

い
ら

れ

る
よ

う

に
な

っ
た
。
特

に
中

国

の
場

合

、
国
内

貨

幣

と
し

て
容

易

に
使

い
う

る
貨

幣
自

体

が
存
在

し
な

か

っ
た

こ
と
か

ら
、

ペ

ソ
は
中

国

国

内

で
も

交
換

手

段

と
し

て
広

く
利

用

さ

れ

る
よ
う

に
な

っ
た
。

ま
た
中

国

に
代

表

さ

れ

る

よ
う

に
東

ア
ジ

ア
諸

地
域

は
生

産
力

が
低

く
、

市
場

は
狭

く
、
社

会

的
分

業

は
未
発

達

で
あ

っ
た

の
で
、

金

に
比

べ
て
価
値

が
低

い
銀

貨

で
あ

る

ペ

ソ
の
利

用

は
当
時

の
経
済

状

況

か

ら

み

て
も

適
切

で
あ

っ
た

と

い
え

よ
う
。

以
上

の
環
境

が

ペ

ソ

へ
の
関

心
を

大

き

く
し

、
東

ア
ジ

ア
諸
地

域

に
お

い
て

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル
は
そ

れ
が
本
来

有

す

る
地

金
価

値

以
上

に
評
価

さ

れ

る
傾

向

を

み
せ

た
。

日
本

で
貿

易

銀

の
量
目

を

メ
キ

シ

コ

・
ド

ル
以
上

に
引

き
上

げ

た

に
も

か

か
わ

ら
ず

一
般

的
流

通

を

み

る

に
至

ら

ず
、
香

港

に
お

い

て
も
同

様

の
現
象

が
起

き

て
い

る

こ
と

は

こ

の
間

の
事

情

を
極

め

て
明
白

に
物
語

っ
て
い
た
。

な

お
金

銀

比

価

が

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
と

ア
ジ

ア
と

で
は
異

な

り
、
ア
ジ

ア
で
は
金

の
価

値

が
相
対

的

に
低

く

、
銀

の
価
値

が
高

か

っ
た

の
で
、

銀

を

ア
ジ

ア

に
向

か

わ

せ

る
傾

向

が

あ

っ
た

こ
と

が
屡

く
指

摘

さ
れ

る
。

一
六

世

紀
末

に
金

銀

比
価

は

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

で
は

一
対

一
二

で

あ

っ
た

が
、

一
八
世

紀

に
は

一
四
な

い
し

一
五

に
変

り
、

中

国

お

よ
び

日
本

で

は

一
対
七

で
あ

っ
た
も

の
が
九

な

い
し

一
〇

に
変

っ
た
。

こ
れ

は
銀

が

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
か

ら

ア
ジ

ア

に
流
れ

る
傾
向

が

あ

っ
た

こ
と

を

示
す

も

の

で
あ

る
。

し
か

し

そ
れ

は

ペ

ソ
銀
貨

が

ア
ジ

ア
に
向

か
う
動

機

の

一
つ
で
は

あ

っ
た

が
、

ペ

ソ
銀
貨

が

広
く

ア
ジ

ア
で
決

済

通
貨

と
し

て
使

用

さ
れ

る

よ
う

に
な

っ
た
理
由

と

は
別
個

の
問
題

で
あ

る
。

以

上

の
理
由

か
ら

ス
ペ
イ

ン
で
鋳
造

さ
れ

た
八

レ
ア

ル
銀

貨

と

そ

の
銀
容

量

を
受

け
継

い
だ

メ
キ

シ

コ
鋳
造

の
銀

貨

が

一
五
世

紀
末

か



ら

一
九
世
紀
末

ま

で
、
イ
ギ

リ
ス
の
ポ

ン
ド
が
国
際
決
済
通
貨

と
し

て
登
場
す

る
ま

で
、
当
初
は

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お

い
て
、
後

に
は

ア
メ

リ
カ
お
よ
び
東

ア
ジ

ア
に
お
い
て
、
国
際
決
済
通
貨
と
し

て
大
き
な
役
割
を
果

し
た
の
で
あ
る
。

し
か
も

ペ
ソ
は
単
純

に
銀
容
量

の
み
に
よ

っ
て
評
価

さ
れ
た
わ
け

で
は
な

い
。

日
本

の
貿
易
銀

の
銀
容
量
を
高
め

て
も
必
ず
し
も
市
場

で
流
通
し
た
わ
け

で
は
な

い
。
世
界

の
市
場

で
流
通
す
る
た
め

に
は
貨
幣

の
発
行
主
体
を
含
め

て
民
衆

の
通
貨

に
対
す
る
信
認
が
必
要

で

あ
る
。
貨
幣
と
し

て
ペ
ソ
を
使

用
し
よ
う
と

い
う
意
志
と
慣
習

の
存
在

が
世
界
貨
幣
と
し
て
の
評
価
を
決
定
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。

メ
キ

シ

コ
で
鋳
造
さ
れ
た

ペ
ソ
銀
貨
が
広
く
世
界

の
人

々
か
ら
の
信
認
を
う
る
に
至

る
に
は
長

い
歴
史

に
裏
打
ち
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ

た
。
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注(
1

)

》
『
9

霞

2
臣

ω
σ
窪

ヨ
申
〉

霞

象
o
「
曳
鼠

葺

①
U
o
一冨
づ
O
o
貯

日
σ
賦

¢
巴
く
寓
。。
一ξ

等

Φ
。。
P

Z
Φ
≦

曵
o
憎
匿
し

霧

8

邦

訳

、
浜

崎

敬

治

訳

、

ド

ル

の
歴

史

、

法

政

大

学

出

版

局

、

八

ペ

ー
ジ

。

(
2

)

量

α
`
八

ペ

ー
ジ

、

注

17

。

ζ
貯
プ
鉱

O
ゴ
Φ
<
讐

Φ
触
一
ピ
山

ζ
o
p
コ
巴
Φ

(卜。
コ
α

Φ
α
.・
δ

。。
Φ
)
も

.
一
。。
ω
■

(
3

)

国

①
嘆
Φ
<
=
鋤
『
珊
O
H
o
蜜

ヨ
o
コ
Φ
α
鋤
o
コ

欝

工
尻
δ
鉱
加

竃

㎝
O
∴

㊤
N
ρ

国
島
ε
ユ
毘

》
眠
Φ
劃
じ」
ゆ
『
O
Φ
一〇
鵠
P

お
⑰
P

騨

卜o
刈
ρ

(
4
)

量

α
`
薯

』

起

為

.

(
5
)

川

上

稔

「
一
、

イ

ベ

リ

ア
諸

国

の
進

出

十

六

世

紀

」

『
岩

波

講

座

世

界

歴

史

16

』
、

一
三
五

ペ

ー
ジ

。

図

両
.
幻
圃O
ゴ
俸

○

=
・
≦

帥『
o
コ

(
Φ
9
ソ

↓
ゴ
①
O
ゆ
ヨ
σ
憎
δ
αq
Φ
国
o
o
コ
o
ヨ
8

=
δ
けO
「
団
O
h
国
叢
「
O
O
ρ

<
O
回
一く
.
O
餌
ヨ
σ
ユ
α
αq
ρ

お
①
N

℃
・
心
心
0
・

(
6
)

(
7
)

(
8
)

(
9
)

(
10
)

℃
冨
罎
Φ
<
鵠
餌
炉

O
b
.
O
陣r

℃
.
心
一
9

一げ
乙
」
P

幽
一
伊

貯
乙
・噛
ロ
O
・
心
一
㎝
ー
①
・

井

上

幸

治

「
二
、

経

済

・
社

会

政

策

」

『
岩

波

講

座

世

界

歴

史

16
』
、

三
〇

ペ

ー
ジ

。

久

光

重

平

「
西

洋

貨

幣

序

説

㈹

、
第

68
章

、

16
世

紀

の

イ

ベ

リ

ア
半

島

」

『
泰

西

マ

ン

ス

リ

ー
』
、
第

一
三

巻

第

七

号

、

一
九
八
三
年
七
月
、
三
七

ペ

ー
ジ

。

(
11

)

霊
o
霞
Φ
<
=
餌
「
.
o
や

9
叶3
唱
」

◎Q
OQ
.

(
12

)

～〈
曹
¢

の
信
ヨ
ロ
Φ
が
..円
び
Φ
Qり
切
四
口
冨
げ
O
o
=
山
『
山
口
山
榊
げ
Φ
O
O
δ
巴
巴

ω
O
げ
…
貯

αQ
、、珊
〉
ヨ
Φ
ユ
〇
四
コ
鵠
帥ω
ε
ユ
O
巴

幻
Φ
≦
Φ
≦
.
<
O
ド
ρ

窺
ρ

心
」

¢
一
団
蕊

り
Q◎
・

噂
℃
.
O
O
o◎
ー
ρ

コ

Φ
目
Φ
<
=
麟
「
岬
O
旭
噂
9
r

b
.
一らo
o◎
闇
も
や
■
一
〇Q
QQ
I
⑩
■

(
13

)

》
誹
ゴ
ξ

Z
器

。・
げ
餌
¢
β

o
℃
・
。
一θ̀

邦

訳

、

七

ペ

ー
ジ

。

(
14

)

一ぼ
O
`
邦

訳

、

七

ペ
ー
ジ

。

(
15

)

霊

霞

冨

く
=
山
戸

o
や

9
辞̀

b
願
ω
QQ
8

久

光

重

平

「
西

洋

貨

幣

序

説

㈱

、

第

78

章

、

17
世

紀

の
イ

ベ

リ

ア
半

島

、

ス

ペ
イ

ン
」

『
泰

西

マ

ン

ス
リ

ー
』
、

第

一
四
巻

第

一
号

、

三

三

ペ

ー
ジ

。

「
四
分

の

一
切

り
ド

げ

」

と

あ

る

が

、

五

分

の

一
の

誤
植

と

思

わ

れ

る

。

こ
れ

は
、

そ

の
後

で
新

し

い

デ

ザ

イ

ン

の

マ
リ

ァ
貨

(
二

ニ
グ

ラ

ム
)

が
造

ら

れ

た

と

述

べ
、

切

下

げ
前

の
八

レ

ア

ル
貨

の
重

量

を

二
七

・
五

グ

ラ

ム
と

示

し

て

い

る

こ

と

か

ら
も

明

ら

か

で
あ

る

。
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(
16
)

℃
一Φ
凌
Φ
≦

一舘

サ
o
切
・
o
一げ
も

.
。。
。。
刈
.

(
17
)

中

国

に
流

入

し

た

ペ

ソ
を

中

国

人

は

「
ス

ペ
イ

ン

・
ド

ル

。・
O
o
三

鴇

α
o
一一母

」
と

呼

ん

だ

。

こ
れ

は
鋳

造

は

メ
キ

シ

コ
の
造

幣

所

製

で
あ

る

が

、

ス

ペ

イ

ン
本

国

の
通

貨

で
あ

る

こ
と

を

示

し

た

も

の

で
あ

る

。
後

に

メ

キ

シ

コ
が
独

立

し

て

か

ら

は

「
メ

キ

シ

コ

・
ド

ル

ヨ
①
己
8

口
O
o
=
母

」
と

称

し

て

い

る
。

吉

田

虎

雄

『
支

那

貨

幣

研

究

』

昭

和

八
年

五

月

三
十

日

、
東

亜
経

済

研

究

会

、

一
二

二
ー

三

ペ

ー
ジ

。
本

書

の
中

国

語

訳

は
周

伯

様

に

よ
り

四
中

國

貨

幣

史

綱

」

と

し

て
出

版

さ

れ

た
。

(
18
)

空
①
霞
Φ
≦
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る

P
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O
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鉾

(
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序
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、
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紀
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ネ
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デ
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ラ
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ド
」
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泰

西

マ

ン

ス
リ

ー
』
、

第

一
四

巻
第

三

号

、

一
九

八

四
年

三
月

、

二

六

ペ
ー

ジ

。

(
24

)

コ

①
「
お

≦

置
「
.
o
や

o
一r

,

卜。
8

噛

(
25

)

吉

田

虎

雄

、

前

掲

書

、

=

三

一

四

ペ

ー

ジ

。

(
26

)

小

野

=

郎

「
日
本

に
お

け

る

メ
キ

シ

コ

ド

ル

の
流

入

と

そ

の
功

罪

日

」
『
経

済

論

叢

』

(京

都

大

学

)
第

八

十

一
巻

第

三

号

、

一
九

五

八

年

、

三

ペ

ー

ジ

。

(
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)
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ヨ
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q
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`
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①
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瞬

久

光

重

平

[
西

洋

貨

幣

序

説

㈲

、

第

68
章

、

16
世

紀

の

イ

ベ

リ

ア
半

島

、

ス
ペ

イ

ン
」

『
泰

西

マ

ン

ス
リ

ー
』

第

一
三

巻

第

七

号

、

一
九

八

三

年

七

月

、

四

〇

ペ

ー
ジ

。

第

一
四

巻

第

一
号

、

三

四

ペ

ー
ジ

。

小

野

=

郎

、

前

掲

論

文

、

八

ペ

ー
ジ

。

(
28
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'
ρ
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.
o
O
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Ω
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O
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一㎝
1
9

小

野

一

一
郎

、
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掲

論

文

、

九

ペ

ー
ジ

。

(
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小
野

=

郎
、

前
掲
論
文
、

四

ペ
ー
ジ
、
九

ペ
ー
ジ
。

(
30
)

「
二

つ
の
世

界

0
8

ヨ
ロ
コ
α
o
ω
」

と
呼
ば
れ

る
も

っ
と
も
有

名
な

ペ
ソ
銀

貨

は

一
七
三

二
年

か
ら

一
七
七

二
年

に
か
け

て
メ
キ

シ

コ
で
鋳
造

さ
れ

た
。

新
大
陸

の
発
見

が
行

わ
れ

る
ま

で
ジ
ブ

ラ
ル
タ

ル
海
峡

を

こ
え

て
は
暗
黒

の
世

界

で
あ
る
と
思

わ
れ

て
い
た
。

従

っ
て

コ
ロ
ン
ブ

ス
の
快
挙

は

ハ
ー
キ

ュ
レ

ス
の
柱

を

こ
え

た
彼
方

に
新

し

い
世
界

が
あ
る

こ
と
を
証
明
し

た
も

の
で
、
ド

ス

・
ム
ン
ド

ス
と

は
正

に
も
う

一
つ
の
世

界
、
す
な
わ
ち

西

半
球
を
含

め
た
世
界

を
象
徴
す

る
文
様

で
あ

っ
た
。

さ
ら

に

d
↓
刀
>
O
d
国

O
Z
d
ζ

の
文
字

は

「
合
わ

せ

て

一
つ
」
を
意
味

し
、

ス
ペ
イ

ン
帝
国

の
世

界
的
権
力

を
指

す
も

の
で
あ

る
。

こ
の
銀
貨

は
も

っ
ぱ

ら

メ
キ

シ

コ
で
鋳
造

さ
れ
、
リ

マ
、
サ

ン
チ

ャ
ゴ
、
グ

ァ
テ

マ
ラ
、
ボ
ゴ

タ
、
ポ

ト

シ
で
そ

の
鋳
造

が
企

て
ら
れ

た

の
は

一
七

六
七
年

に
な

っ
て
か

ら

で
あ

っ
た
。

波

に
洗

わ

れ

る

ハ
ー
キ

ュ
レ

ス
の
柱

の
文

様

は

一
六

世

紀

初

め

の
八

レ

ア
ル
銀

貨

に
刻

ま

れ

た
文
様

で
あ

っ
て
、

こ

の
種

の
銀

貨

を

質
慈
践

ロ
o
=
碧

と
呼

ん
だ
。

(
31
)

小

野

一
一
郎

、
前
掲
論

文
、

一
〇

ペ
ー
ジ
。

(
32
)

吉

田
虎

雄
、

前
掲
書
、

一
二
三

ペ
ー
ジ
。

(
33
)

小

野

=

郎

、
前
掲
論
文

、

四
1

九

ペ
ー
ジ
。

吉

田
虎
雄

、
前

掲
書

、

一
二
四

ペ
ー
ジ
。

(
34
)

》
「
誓

震

Z
島
の
σ
ロ
ロ
葺

o
,

。
一↓
噸剛
邦
訳

、
五
七

ペ
ー
ジ
。

(
35
)

片
山
貞

雄

『
ド
ル
の
歴
史
的

研
究

生
誕

よ
り
連

邦
準
備
制

度

ま

で

』

ミ
ネ

ル
ヴ

ァ
書
房

、
昭
和

四

二
年
、

ニ

ペ
ー
ジ
。

(
36
)

浅
羽
良

昌

「
ア
メ
リ
カ
植
民
地

に
流

通
し
た
外
国
鋳
貨

ス
ペ
イ

ン

・
ド

ル
を
中

心
と
し

て

」
『
九
州
共
立

大
学
紀
要
』
第

]
四
巻
第

二

号
。

(
37
)

片
山
貞
雄

、
前
掲
書

、

三

ペ
ー
ジ
。
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》
「
夢

9

Z
ロ
ω
ω
げ
鋤
¢
ヨ
匂
o
O
.
息
r

邦

訳

三
六

-

八

ペ
ー

ジ

。

一ぼ
負

邦

訳

、

四

六

ペ

ー
ジ

。

一玄
α
.噸
邦

訳

、

五

〇

ー

一
ペ

ー
ジ

。

吉

田

虎

雄

、

前

掲

書

、

八

八

ペ

ー
ジ

。

銀

元

は

銀

圓

と

書

く

の
が

正

し

い
。

元

く
¢
き

は
圓

と

同

声

で
、

字

形
が
簡
単

な

の

で
、

こ
れ
を
借

り

て
用

い
た
。
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ジ
0

 

日

本

銀

行

調

査

局

編

『
図

録

日
本

の
貨

幣

7
』

東

洋

経

済

新

報

社

、

昭

和

四

八
年

=

月

、

一
六

八

-

七

二

ぺ

:
ジ

。

野

一

一
郎

、

掲

払

文

佐

藤

雅

美

『
大

君

の
通

貨

幕

末

州
円

ド

ル
」

戦

争

』

講

談

社

、

昭

和

五

九

年

。

(
52
)

日
本

銀

行

調

査

局

編

、

前

掲

書

、

一
六

八

-

九

ペ

ー
ジ

。

(
53
)

前

掲

書

、

一
七

四

ペ

ー
ジ

。

(
54
)

前

掲

書

、

一
七

九

ペ

ー
ジ

。

(
55
)

前

掲

書

、

一
九

三

i

四

ペ

ー
ジ

。

(
56
)

前

掲

書

、

一
九

五

ー

六

ペ

ー
ジ

。

(
57
)

≦

薫

加
ヨ

甥

9

巴
α
ヨ
σq
層
O
一。
鉱
o
器

蔓

o
障

冨

≦

o
ユ
O
。・
Ω
」
冥
Φ
目

帥Φ
ω
◎
巳

閲
o
「
Φ
面
口

国
諸
。
審

口
αq
Φ
。。
鴇
ω
一二

。・
毘

。
コ

叶日
凶
師

俸

q。
8

ω
い
ε

こ

ピ
o
嵩
α
o
戸

一
露

c。
卿
O
℃
』

トこ
ー
こ。
■

(
58

)

吉

田

虎

雄

、

前

掲

書

、

一
、
一五

ペ

ー
ジ

。

(
59

)

前

掲

書

、

一
二

五

ペ

ー
ジ

。

(
60

)

≦

一≡

鋤
ヨ

円

Qo
℃
巴
α
言
αq
曽
8

.
o
一仲」
,

¢
ω
・

(
61
)

凶百

α
`
℃
b
』

ω
虞

.

吉

田

虎

雄

、

前

掲

書

、

一
.
一四

1

五

ペ

ー

ジ

。

(
62
)

一げ
己

`
P

㊤
F

吉

田
虎

雄

、

前

掲

書

、

一
二

五

ペ
ー
ジ

。



(
63

)

国
門
昌
①
ω
け
○

↓
.
0
7
Φ
≦
曽
。↓
ぼ
①

閃
o
¢
瓢
α
〇
二
〇
コ

o
噛
〉

じロ
ユ
凱
Q。
ゴ

Qo
象
蔦
①
臼
①
鵠
鉾

国
「
コ
霧

仲
ρ

↓
.
O
び
Φ
≦
・
p
鵠
◎

国
α
に
憎
ヨ

[
Φ
ρ

.、》

鵠
帥ω
8
「
《

O
h

ω
ヨ
σq
山
O
o
器
.、吻
O
客
8
同
0

9

即
鴫
ω
ヨ
σq
鋤
O
o
同
ρ

お

㊤
ド

や

ω
q

(
64

)

木

村

正

弘

『
鎖

国

と

シ

ル

バ

ー

ロ
ー

ド
ー

ー

世

界

の
な

か

の
ジ

パ

ン
グ

』

サ

イ

マ

ル
出

版

会

、

一
九

八

九

年

、

四
七

ペ

ー
ジ

。

(
65

)

コ

①
『
器

く
=
母

り
o
P

o
搾
藁

ω
①
l
S

(
66

)

吉

田

虎

雄

、

前

掲

書

、

一
二
五

i

六

ペ

ー
ジ

。

(
67

)

前

掲

書

、

一
一
一六

i

七

ペ

ー
ジ

。

(
68

)

小

野

一

一
郎

、

前

掲

論

文

、

第

八

十

一
巻

第

三

号

、

一、一-

九

ペ

ー
ジ

。

日
本

銀

行

調

査

局

編

、

前

掲

書

、

一
七

ニ

ペ

ー

ジ
。

(
69

)

松

岡

孝

児

『
金

為

替

本

位

制

の
研

究

』

口
本

評

論

社

、

東

京

、

昭

和

一

一
年

、

二

〇

六

-

七

ペ
ー

ジ

。
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